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２

特
徴
的
な
事
業
を

５
つ
に
大
別

特
徴
的
な
事
業
に
つ
い
て
�

５
つ
の
取
り
組
み
と
し
て
整

理
し
ま
し
た
︵
下
図
参
照
︶
�

①
安
曇
野
市
の
将
来
を
皆
で

考
え
�
そ
れ
に
向
か
う
た

め
の
取
り
組
み

②
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
暮

ら
し
�
健
や
か
に
育
つ
た

め
の
取
り
組
み

③
す
べ
て
の
市
民
が
健
康
で
�

生
き
が
い
を
も
�
て
暮
ら

す
た
め
の
取
り
組
み

④
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
�

生
か
し
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み

⑤
行
政
の
効
率
化
を
進
め
る

た
め
の
取
り
組
み

こ
の
５
つ
の
取
り
組
み
を

柱
に
�
堅
実
な
第
一
歩
を
踏

み
出
す
た
め
の
予
算
と
し
て

い
ま
す
�

堅
実
な
第
一
歩
を

踏
み
出
す
た
め
の
予
算

平
成
18
年
度
の
安
曇
野
市

の
予
算
は
�
国
の
﹁
三
位
一
体

改
革
﹂
の
最
終
年
度
を
迎
え
る

中
で
の
編
成
と
な
り
ま
し
た
�

地
方
交
付
税
の
抑
制
が
進
み
�

よ
り
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
行
政
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
�
ま
た
�
国
庫

補
助
金
の
見
直
し
や
税
源
移

譲
に
あ
た
�
て
は
�
自
治
体

と
し
て
�
自
ら
考
え
�
自
ら

決
定
す
る
自
治
能
力
を
高
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
�

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
�

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
編
成
は
�
次
の
３
本
の

柱
を
掲
げ
て
進
め
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
�

①
市
と
し
て
実
質
的
に
初
め

て
の
通
年
予
算
で
あ
る
こ

と
か
ら
�
地
域
エ
ゴ
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
高
い

視
点
で
編
成
す
る
�

②
平
成
17
年
度
当
初
予
算
を
ベ
�

ス
と
し
て
�
経
常
経
費
・

普
通
建
設
事
業
費
と
も
10

％
の
削
減
を
目
標
と
す
る
�

③
平
成
18
年
度
中
の
市
の
補

助
金
の
見
直
し
を
想
定
し

つ
つ
�
す
べ
て
の
補
助
金

に
つ
い
て
�
必
要
性
�
継

続
性
�
公
平
性
を
再
検
討

す
る
�

﹁
新
市
元
年
﹂
と
し
て
�
性

急
な
事
業
推
進
を
避
け
�
﹃
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
基
本
計

画
な
ど
の
策
定
や
住
民
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る
取
り
組
み
﹄

と
�
﹃
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
�

安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
環
境
整
備
﹄
な
ど
を
主
眼
に
�

新
市
の
基
礎
づ
く
り
を
中
心

に
予
算
編
成
し
ま
し
た
�
予

算
総
額
は
３
３
８
億
円
と
な
り
�

前
年
度
の
旧
５
町
村
当
初
予

算
の
合
計
額
に
比
べ
�
６
・

７
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
� 算総額

平成18年度一般会計

338
予

億円
3月2日から開催された第1回定例議会で、
平成18年度安曇野市予算が議決されました。
今回は一般会計を中心にその概要をお知らせします。
（単位は万円。1万円未満は切り捨てで掲載）

「安曇野市の基礎づくり」に
重点配分

市の将来を皆で考え、
　それに向かう

総合計画の策定
 900
万円
公共交通問題の研究
 1,000
万円
地域福祉計画の策定
 290
万円
障害福祉計画の策定
 600
万円
健康づくり計画の策定
 40
万円
土地利用の検討
 220
万円
景観形成の検討

（景観計画の策定準備）
 180
万円
地域防災計画の策定
 540
万円
環境基本計画の策定
 1,100
万円

特集

新年度予算

１

子どもたちが
安全に暮らし、健やかに育つ
給食センター（中部、南部）の建設
 15億5,270
万円
巡回用公用車（通学路パトロールカー）導入
 171
万円
小学校施設（豊科北小、豊科南小、穂高南小、

穂高北小）の改修・整備
 5,000
万円
中学校施設（豊科南中、穂高東中、明科中）の

大規模改造および施設改修・整備
 1億3,100
万円
保育園老朽化（簡易耐震）調査
 290
万円
堀金保育園用地の取得等
 2億5,000
万円

３
すべての市民が
健康で生きがいを
もって暮らす

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）導入
 960
万円
民間共同作業所建設及び運営補助
 1,150
万円
豊岳荘改築への補助
 1億8,000
万円
安曇野赤十字病院に対する

公的病院のあり方の検討
 14
万円

４
安曇野ブランドを

守り、生かす
地下水位の観測等

及び水資源対策協議会活動の強化
 550
万円
合併記念イベント「安曇野フェスタ」開催
 1,300
万円
観光地域づくり実践プランの推進
 390
万円

５
行政の効率化を

進める
行政改革プランの作成
 29
万円
指定管理者制度の導入
 3
万円
電子決裁等の研究
 50
万円
ＧＩＳ（地理情報システム）の統合
 2,190
万円

特別会計

同和地区住宅新築資金等貸付事業
 852万円
 △
53.4

国民健康保険
 79億8,000万円
 
 8.0

老人保健
 92億4,430万円
 
 10

介護保険
 53億7,452万円
 
 8.4

下水道
 63億9,757万円
 △
15

農業集落排水事業
 1億9,326万円
 △
 5.7

上川手山林財産区
 172万円
 △
 0.2

北の沢山林財産区
 41万円
 △
86.9

有明山山林財産区
 69万円
 
 40.2

富士尾沢山林財産区
 93万円
 
 27.5

穂高山林財産区
 45万円
 △
23.8

産業団地造成事業
 5億1,616万円
 △
 5.7

市営保養施設
 6,080万円
 △
 2.3


 事 業 名
 予 算 額
 前年度比（％）

（単位は万円、１万円未満は切り捨てで掲載）

� 特別会計� 297�億� 7,936�万円

3 2

水道


 資本
 収入
 10億9,775万円
 △
13.0


 
 支出
 21億7,691万円
 △
 7.8


 収益
 収入
 21億1,302万円
 △
 4.6


 
 支出
 19億5,479万円
 △
 8.8

市営宿舎


 資本
 収入
 0


 
 支出
 1690万円
 
 56.8


 収益
 収入
 3億110万円
 △
 2.8


 
 支出
 3億110万円
 △
 2.5

注）対前年度比は会計間の金額調整を行っ

た平成17年度旧5町村の当初予算を

合算した額との比較


 事 業 名
 予 算 額
 前年度比（％）

企業会計



救命率向上のため

の
将
来
を
皆
で
考
え
�
そ
れ
に

向
か
う
た
め
の
取
り
組
み
の
中

心
と
な
る
﹁
安
曇
野
市
総
合
計
画
﹂
は
�

安
曇
野
市
建
設
の
指
針
と
地
域
経
営
の

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
�
平
成
18

年
度
�
19
年
度
の
２
カ
年
か
け
て
策
定

す
る
予
定
で
す
�
ま
た
�
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
要
望
が
多
い
公
共
交
通
機
関

の
整
備
は
�
安
曇
野
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
の
柱
と
い
え
ま
す
�
国
土
交
通
省
直

轄
の
﹁
公
共
交
通
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
﹂
も
視
野
に
入
れ
�
新
た
な
公
共

交
通
シ
ス
テ
ム
の
方
針
を
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
�

そ
の
他
�
健
康
福
祉
分
野
と
し
て
�
障
害

者
支
援
�
心
の
豊
か
さ
に
満
ち
た
福
祉
社

会
づ
く
り
の
た
め
の
﹁
障
害
福
祉
計
画
﹂
�

﹁
健
康
づ
く
り
計
画
﹂
の
策
定
�
環
境
の

保
全
・
創
造
に
関
す
る
施
策
の
計
画
的
な

推
進
を
図
る
た
め
の
﹁
環
境
基
本
計
画
﹂

を
策
定
�
計
画
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た

め
の
﹁
安
曇
野
市
景
観
条
例
﹂
の
制
定
�

﹁
景
観
計
画
﹂
の
策
定
へ
の
準
備
�
そ
し

て
�
市
の
地
域
に
関
わ
る
災
害
予
防
�
災

害
応
急
対
策
・
災
害
復
旧
を
実
施
し
�
市

域
の
土
地
保
全
と
市
民
の
生
命
�
財
産
を

保
護
す
る
た
め
の
﹁
地
域
防
災
計
画
﹂
の

策
定
を
行
い
ま
す
�

平成18年度、19年度にかけて

市

新規・重要事業

つの５
取り組み解説
5つに大別した事業や安曇野市まちづ
くり計画（新市建設計画）に位置づけた
事業などについて、もう少し詳しく紹
介します。

将来を
考える

１

「安曇野市総合計画」を策定

育
関
係
の
施
設
整
備
で
は
�
豊

科
北
小
�
豊
科
南
小
�
穂
高
南

小
�
穂
高
北
小
の
改
修
・
整
備
や
豊
科

南
中
�
穂
高
東
中
�
明
科
中
の
大
規
模

改
造
・
施
設
改
修
整
備
が
あ
り
ま
す
�

ま
た
�
合
併
前
か
ら
計
画
が
進
め
ら
れ

て
い
た
豊
科
地
域
�
明
科
地
域
�
三
郷

地
域
の
中
部
�
南
部
の
２
つ
の
学
校
給

食
セ
ン
タ
�
建
設
や
�
建
築
年
度
の
古

い
８
保
育
園
の
簡
易
耐
震
調
査
�
堀
金

保
育
園
の
新
築
移
転
の
た
め
の
用
地
取

得
・
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
�

近
年
�
児
童
・
生
徒
を
巻
き
込
む
痛

ま
し
い
事
件
・
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
が
�
Ｐ
Ｔ
Ａ
中
心
に
子
ど
も
の
安
全

を
守
る
取
り
組
み
の
支
援
と
し
て
�
新

た
に
通
学
路
パ
ト
ロ
�
ル
カ
�
を
導
入

し
ま
す
�
こ
の
他
に
も
�
犬
の
散
歩
・

ジ
�
ギ
ン
グ
な
ど
の
時
間
に
子
ど
も
た

ち
を
見
守
る
﹁
安
曇
野
市
こ
ど
も
安
全

守
り
隊
﹂
と
い
う
皆
さ
ん
が
活
動
に
向

け
動
い
て
い
ま
す
が
�
こ
の
よ
う
な
地

域
の
動
き
は
大
変
心
強
く
�
市
と
し
て

も
マ
グ
ネ
�
ト
シ
�
ト
を
お
貸
し
す
る

な
ど
�
皆
さ
ま
と
共
に
子
ど
も
た
ち
の

安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
�
さ
ら

に
�
保
育
の
充
実
や
児
童
館
の
利
用
整

備
と
併
せ
て
�
各
種
団
体
�
地
域
社
会

と
の
連
携
を
図
り
�
保
護
者
が
安
心
で

き
る
子
育
て
環
境
の
整
備
�
推
進
を
し

て
い
き
ま
す
�

教

子ども

２
ゆとりある教育環境を整備

大規模改造・施設改修整備

安曇野ブランドを全国へ発信

曇
野
ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
�
生
か

し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
�
国
土
交
通
省
か
ら
認
定
を
受
け

た
観
光
地
域
づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン
を
推

進
し
�
観
光
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
の
作
成
�

外
国
語
パ
ン
フ
レ
�
ト
な
ど
を
作
成
し
�

安
曇
野
の
観
光
を
活
性
化
す
る
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
�

ま
た
�
合
併
１
周
年
を
迎
え
る
10
月

に
安
曇
野
市
の
産
業
を
一
同
に
集
め
�

農
林
水
産
業
�
商
工
観
光
の
活
性
化
す

る
た
め
�
全
国
に
発
信
す
る
合
併
記
念

イ
ベ
ン
ト
﹁︵
仮
称
︶安
曇
野
フ
�
ス
タ
﹂

を
開
催
し
ま
す
�
ま
た
�
安
曇
野
の
大

切
な
資
源
を
守
る
た
め
�
地
下
水
位
の

観
測
お
よ
び
水
資
源
対
策
の
協
議
会
活

動
の
強
化
を
進
め
ま
す
�

ま
た
�
市
内
に
は
5
地
域
に
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
持
�
た
農
作
物
直
売
所
が

あ
り
�
新
鮮
・
安
心
・
安
全
を
モ
�
ト
�

と
し
た
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着

さ
せ
�
地
産
地
消
の
販
売
シ
ス
テ
ム
を

確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
�
都

市
と
の
交
流
を
核
と
し
た
農
作
業
体
験

実
習
�
グ
リ
�
ン
ツ
�
リ
ズ
ム
と
併
せ

た
滞
在
型
観
光
を
進
め
ま
す
�

安

ブランド

４

（仮称）安曇野フェスタの開催

べ
て
の
市
民
が
健
康
で
�
生
き

が
い
を
持
�
て
暮
ら
す
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
�
心
拍
停
止
し
た
傷

病
者
へ
の
救
命
率
向
上
の
た
め
の
自
動

体
外
式
除
細
動
器
を
市
内
公
共
施
設
に

計
画
的
に
配
置
し
ま
す
�
同
時
に
�
地

域
医
療
高
度
・
急
性
期
医
療
に
対
す
る

公
的
病
院
の
在
り
方
の
検
討
を
進
め
ま

す
�
ま
た
�
特
別
養
護
老
人
ホ
�
ム
豊

岳
荘
建
設
へ
の
建
設
負
担
金
補
助
や
民

間
共
同
作
業
所
建
設
お
よ
び
運
営
の
補

助
を
行
い
ま
す
�
市
民
の
求
職
相
談
�

情
報
提
供
を
行
い
�
就
職
促
進
・
利
便

性
向
上
の
た
め
�
労
働
局
と
連
携
し
�

地
域
職
業
相
談
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
�

す

健 康

３

AED（自動体外式除細動器）配置

政
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
�
行
政
改
革

プ
ラ
ン
の
作
成
を
進
め
て
い
き
ま
す
�

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は

﹁
公
の
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
﹂
の

意
見
も
お
聞
き
し
�
今
年
度
は
73
の
施

設
に
つ
い
て
導
入
を
進
め
ま
す
�
今
後
�

指
定
管
理
者
の
選
定
に
あ
た
�
て
は
�

公
平
性
�
透
明
性
�
あ
る
い
は
そ
の
施

設
の
持
つ
性
格
な
ど
に
も
十
分
配
慮
し

な
が
ら
�
進
め
て
い
き
ま
す
�
ま
た
�

電
子
自
治
体
構
築
の
た
め
の
第
一
歩
と

し
て
�
旧
町
村
で
進
め
て
き
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ

︵
地
理
情
報
︶
シ
ス
テ
ム
を
統
合
し
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
�
効
率
的
な
行

政
事
務
に
不
可
欠
な
電
子
決
済
シ
ス
テ

ム
の
検
討
を
進
め
ま
す
�

行

効率化

５
民間ノウハウ活用

指定管理者制度導入
公的な団体に限られていた公の施設の管理を

民間事業者やNPO、地域の住民団体などが担

えるようにした制度。公の施設の管理に民間の

ノウハウを活用し、コスト削減とサービス向上

を目指すとともに、地域の活性化にもつなげる

ことが期待されています。市の指定管理者導入

の検討対象となる施設は、文化施設やスポーツ

施設などおよそ300施設あります。当市でも施

設の管理運営コスト削減策として期待していま

すが、低コストであってもサービス水準が低下

してしまっては制度としての成果は得られませ

ん。施設設置時の目的と照らし合わせ今後慎重

に進めます。

特集

新年度予算

解説「指定管理者制度」って？
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市になって大幅な増加歳出の要点
歳出については「市」となったことによる新たな事務
として、生活保護扶助費の支給、児童扶養手当の支給、
特別障害者等福祉手当の支給などを行うため大幅な歳
出増加となりました。

扶助費
市として新たに行うこととなった「特別障害者
等福祉手当」（5,560万円）、「児童扶養手当」（2
億3,000万円）、「生活保護費」（4億4,500万円）
の支給などにより大幅な増加見込みとなりました。
また、「児童手当」（6億3,000万円）は、対象者
拡大分も見込んで、大幅に増加しています。

市税の大幅減歳入の要点
市の財政基盤を支える「市税」については、特に中小
企業の育成を目的として、法人税割の税率を14.7％
から13.9％に引き下げることにしました。これは安
曇野市を長期的に見た場合に地元企業などの発展にも
期待を寄せるものです。

１

人件費
人件費のうち、一般職の職員人
件費は、54億1,100万円を見込
んでおり、給与表改定に基づき
微減していますが、予算総額の
14％近くを占めています。

●プラスα
合併の効果として、特別職の給料や

議会議員等の報酬の減少など、５億

円余りの人件費が削減されています。

２

補助費等
安曇野地区広域排水事業国
営事業負担金の精算額（23
億4,700万円）により、大幅
な増加見込みとなりました。

３

公債費
公債費については、42億8,850万
円を見込んでいます。これは予
算総額の12.7％に当ります。

５

建設事業費
大規模な建設事業としては、給食センター
（中部・南部）建設事業（15億5,270万円）、
特定交通安全事業（豊科北部209号線、三
郷112号線、堀金1級1号線）（3億1,600万
円）、堀金保育園用地取得など（2億5,000
万円）、豊科南中学校大規模改造（1億
2,250万円）、豊岳荘建設補助（1億8,000
万円）を見込んでいます。

４

繰出金
公共下水道事業繰出金（11億6,070万円）、
国民健康保険特別会計繰出金（4億6,224万
円）、老人保健特別会計繰出金（6億9,565
万円）、介護保険特別会計（7億1,169万円）、
農業集落排水事業特別会計繰出金（1億
5,459万円）など総額31億9,014万円を見込
んでおり、予算総額の9.4％を占めています。

６

市税 105億900万円
（対前年　△1億3,300万円、△1.3％）
市民税については、制度改正等により2
億7,200万円程の増加を見込んでいますが、
固定資産税については、評価額の減少に
より3億9,200万円程の減少を見込んでい
ます。

●プラスα
「市税」については、大幅な落ち込みが顕著と

なりました。これは、固定資産税の評価替えに

基づく評価額の下落や、合併による家屋の補正

率の統合による評価額の下落と、企業の設備投

資の減少による償却資産分の減少が主な要因です。

１

地方譲与税 12億3,000万円
（対前年　4億1,540万円増、51.0％増)
地方譲与税のうち、所得譲与税について
は、国の三位一体の改革に基づく税源移
譲により増加するものと見込んでいます。
その他、自動車重量譲与税、地方道路譲
与税については、制度改正などがないた
め、前年度と同額としました。

２
地方特例交付金 1億8,000万円
（対前年　△1億6,090万円、△47.2％）
地方特例交付金は、特別減税の補てん財
源として交付されてきましたが、減税の
見直し分の減少を見込んでいます。

３

基金繰入金 21億5,700万円

（対前年　△15億7,100万円、△42.1％）
基金繰入金については、財政調整基金

7億円、減債基金
 8億円、公共施設整
備基金3億9,300万円、堀金保育園建
設基金2億5,020万円を繰り入れるも
のとしました。

５

地方債 43億6,390万円７繰越金 6億円
（対前年　4億3,920万円増、273.1％増）
標準財政規模の3％程度として、6億
円を見込んでいます。

（対前年　17億6,650万円増、68.0％増）
主な地方債として、安曇野地区広域排水事
業国営事業負担金に基づく一般公共事業債
10億7,610万円、給食センター（中部・南部）
建設事業に基づく合併特例債13億3,100万
円を見込んでいます。

６

地方交付税 71億1,000万円
（対前年　4億2,400万円増、6.3％増）
普通交付税については、総額として抑制
されるものの、合併補正や測定単位であ
る国勢調査人口の増加により、ほぼ前年
度分が確保されると見込まれるため、前
年度当初予算額並の67億円を見込んでい
ます。特別交付税については、合併に伴
う交付額等を見込み、例年の交付額の内
数として確実な4億1,000万円を見込んで
います。

４

特集

新年度予算
平成18年度一般会計歳入構成比率

歳　入
科目別
338億円

自主財源
50.3%

依存財源
49.7%

市税
31.1%

負担金・使用料
・手数料外
4.2%繰入金

6.4%

財産収入外
8.6%

地方交付税
21.0%

地方債
12.9%

国県支出金
8.1%

地方譲与税
3.6%

地方消費税交付金
2.5%

各種交付金
1.6%

歳　出
目的別
338億円

民生費
24.1%

公債費
12.7%

総務費
11.2%

土木費
11.9%

衛生費
8.0%

教育費
12.2%

商工費
3.2%

農林水産業費
12.2%

消防費
3.4%

議会費
0.8%

予備費
0.1% 労働費

0.2%
その他
0.0%

平成18年度一般会計歳出構成比率

歳　出
性質別
338億円

人件費
18.8%

物件費
16.5%

維持補修費
0.2%

扶助費
7.4%補助費等

13.8%

普通建設事業費
19.3%

災害復旧費
0%

公債費
12.7%

積立金
0.2%

貸付金
1.6%

繰出金
9.4%

予備費
0.1%
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市
政
参
画

市
附
属
機
関
等
の
公
募
委
員
募
集

共
に
考
え
る

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

安曇野市総合計画審議会
安曇野赤十字病院建設支援検討委員会
（仮称）安曇野市公共交通問題検討委員会
安曇野市健康づくり推進協議会

総
合
計
画
審
議
会
委
員

安
曇
野
赤
十
字
病
院
建
設

支
援
検
討
委
員
会
委
員

（
仮
称
）
公
共
交
通
問
題

　
検
討
委
員
会
委
員

健
康
づ
く
り

　
推
進
協
議
会
委
員

　
市
で
は
�
企
画
政
策
関
係
と
保
健

福
祉
関
係
の
附
属
機
関
等
に
つ
い
て

公
募
枠
を
設
け
ま
し
た
�
委
員
と
し

て
活
動
を
希
望
す
る
場
合
は
�
次
の

要
領
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
�
　

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
�

　
安
曇
野
市
総
合
計
画
審
議
会
と
は
�

将
来
を
見
据
え
た
総
合
的
な
新
市
﹃
安

曇
野
市
﹄
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
を
明

ら
か
に
す
る
�
総
合
計
画
の
基
本
構
想

な
ど
に
関
す
る
こ
と
を
審
議･

答
申
す

る
審
議
会
で
す
�

■
小
論
文
の
テ
�
マ
　
８
０
０
字
程
度

　
で
�﹁
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
ま
ち

　
づ
く
り︵
こ
ん
な
市
や
地
域
に
な
�
て

　
ほ
し
い
な
ど
の
願
い
や
施
策
な
ど
︶﹂

　
に
つ
い
て
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
�

　
　

■
募
集
人
数
　
５
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日
︵
６
月
初
旬
こ
ろ

　
を
予
定
︶
か
ら
平
成
19
年
12
月
末
こ

　
ろ
ま
で

　
安
曇
野
赤
十
字
病
院
建
設
支
援
検
討

委
員
会
と
は
�
安
曇
野
赤
十
字
病
院
︵
旧

豊
科
赤
十
字
病
院
︶
の
建
て
替
え
計
画

に
伴
い
�
市
と
し
て
の
支
援
の
在
り
方

を
考
え
�
検
討
す
る
委
員
会
で
す
�

■
小
論
文
の
テ
�
マ
　
８
０
０
字
程
度

　
で
�﹁
安
曇
野
赤
十
字
病
院
の
果
た
す

　
役
割
�
病
院
に
期
待
す
る
も
の
︵
こ

　
ん
な
病
院
に
な
�
て
も
ら
い
た
い
�

　
こ
う
い
う
施
設
・
設
備
が
欲
し
い
�

　
こ
ん
な
サ
�
ビ
ス
が
受
け
た
い
な
ど
︶﹂

　
を
自
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
�

■
募
集
人
数
　
２
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日
︵
６
月
初
旬
こ
ろ

　
を
予
定
︶
か
ら
規
定
す
る
任
務
が
完

　
了
す
る
ま
で

　︵
仮
称
︶
安
曇
野
市
公
共
交
通
問
題

検
討
委
員
会
と
は
�
国
土
交
通
省
の
活

性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
�
安
曇
野
地

域
に
お
け
る
公
共
交
通
問
題
を
調
査
・

研
究
し
�
今
後
の
公
共
交
通
体
系
の
在

り
方
を
検
討
す
る
委
員
会
で
す
�

■
小
論
文
の
テ
�
マ
　
８
０
０
字
程
度

　
で
�﹁
安
曇
野
市
に
お
け
る
公
共
交

　
通
機
関
の
在
り
方
﹂
に
つ
い
て
�
自

　
由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
�
　
　

■
募
集
人
数
　
３
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日
︵
６
月
初
旬
こ
ろ
︶

　
か
ら
平
成
19
年
９
月
末
こ
ろ
ま
で

　
安
曇
野
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

は
�
市
の
﹁
健
康
づ
く
り
計
画
﹂
や
�﹁
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
﹂
な
ど
に
意
見
・
提
言
を
す

る
協
議
会
で
す
�

■
応
募
資
格
　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

　
人
で
�
20
歳
以
上
の
人
�
た
だ
し
�

　
次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
�

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

　
議
員
　

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公

　
務
員

③
本
市
の
附
属
機
関
等
の
公
募
に
よ
る

　
委
員
で
あ
る
人

■
募
集
人
数
　
４
人

■
任
期
　
委
嘱
の
日
︵
６
月
初
旬
こ
ろ
︶

　
か
ら
２
年
間

■
報
酬
　
会
議
出
席
ご
と
に
�
別
に
定

　
め
る
額

■
募
集
期
間
　
４
月
24
日
︵
月
︶�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
19
日︵
金
︶

■
応
募
方
法
　
各
総
合
支
所
地
域
支
援

　
課
お
よ
び
各
保
健
セ
ン
タ
�
に
備
え

　
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
し
�
小
論
文
を
添
え
て
�
持
参
・
郵

　
送
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く
だ
さ

　
い
�

■
小
論
文
の
テ
�
マ
﹁
安
曇
野
市
の
健

　
康
づ
く
り
に
つ
い
て
﹂
８
０
０
字
以

　
内
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
�

■
選
考
方
法
　

①
申
込
書
と
小
論
文
に
よ
る
書
類
選
考

②
公
正
か
つ
円
滑
に
選
考
を
行
う
た
め
�

　
選
考
委
員
会
を
設
け
ま
す
�

③
結
果
は
�
５
月
末
ま
で
に
応
募
者
全

　
員
に
通
知
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

�

〒
３
９
９
�
８
３
０
３

�

安
曇
野
市
穂
高
９
１
８
１
番
地

�

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
�
内
健
康
福

　
祉
部
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

�

　
　
　
　
　
︵
Tel
81･

０
７
２
６
︶

総合計画・赤十字病院・公共交通共通募集要項
■応募資格　市内に住所を有する人または勤務す

　る人で、20歳以上の人。ただし、次に掲げる人

　を除きます。①国および地方公共団体の議会の

　議員②常勤の国家公務員および地方公務員③本

　市の附属機関等の公募による委員である人

■報酬　会議出席ごとに、別に定める額

■募集期間　４月24日（月）〜５月19日（金）

■応募方法　市ホームページまたは各総合支所地

　域支援課窓口に備え付けの「委員応募申込書」に

　必要事項を記入し、小論文を添えて、持参・郵送・

　Ｅメールのいずれかで応募してください。なお、

　関係書類は返却しませんのでご了承ください。

　　安曇野赤十字病院建設支援検討委員会につい

　ては、各保健センターにも申込書があります。

■選考方法　①申込書および小論文による書類選

　考②選考を公正かつ円滑に行うため、選考委員

　会を設けて行います③結果は、合否にかかわらず、

　５月中に企画政策課企画担当から理由を付して

　応募者全員に通知します。

■問い合わせ・応募先　

　〒399‐8205　安曇野市豊科4932番地46

　企画財政部企画政策課企画担当（Tel71・2000）

　Ｅメール：ki-kikaku@city.azumino.nagano.jp



至大町市

至松本市

市役所
本庁舎

豊科近代

美術館

安曇野赤十字
病院

安曇野
警察署

豊科サティ

　豊科
総合支所

豊
科
駅

安曇野市
地域職業相談室
（旧長野地方法務局豊科出張所）
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働
く

地
域
職
業
相
談
室
が
オ
ー
プ
ン

求
人
公
開
パ
ソ
コ
ン
を
5
台
設
置
、相
談
員
4
人
が

職
業
相
談
・
紹
介
業
務
を
行
い
ま
す
。

観
光

市
観
光
ポ
ス
タ
ー
が
完
成

観
光
ポ
ス
タ
ー
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
完
成
し
、

旅
行
会
社
な
ど
へ
の
配
布
が
始
ま
り
ま
し
た
。

表
彰

7
人
に
県
統
計
功
労
者
表
彰

統
計
調
査
の
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

し
ゅ
ん
工

明
南
小
・
明
科
中
の
プ
ー
ル
が
完
成

明
南
小
学
校
と
明
科
中
学
校
が
共
用
す
る

屋
外
プ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
市
と
松
本
公
共
職
業
安
定
所
は
３
月

24
日
�
旧
長
野
地
方
法
務
局
豊
科
出
張

所
２
階
に
﹁
安
曇
野
市
地
域
職
業
相
談

室
﹂
を
ス
タ
�
ト
さ
せ
ま
し
た
�

　
こ
の
相
談
室
は
�
平
成
17
年
度
厚
生

労
働
省
の
新
規
施
策
と
し
て
地
域
求
職

者
の
就
職
促
進
と
利
便
性
を
図
る
目
的

で
設
置
さ
れ
ま
し
た
�
４
人
の
相
談
員

が
職
業
相
談
・
紹
介
業
務
を
行
う
ほ
か
�

松
本
公
共
職
業
安
定
所
と
同
様
の
求
人

情
報
な
ど
が
検
索
・
閲
覧
で
き
る
パ
ソ

コ
ン
５
台
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
�
ま

た
�
求
人
の
受
付
�
求
人
者
に
対
す
る

雇
用
相
談
な
ど
も
で
き
ま
す
が
�
雇
用

保
険
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
�

■
利
用
時
間
　

�

午
前
８
時
30
分
�
午
後
５
時

�

　
　
　
︵
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
︶

■
場
所
　
旧
長
野
地
方
法
務
局
豊
科
出

　
張
所
２
階

※
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
�
豊
科
近
代

　
美
術
館
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
地
域
職
業

相
談
室
︵
Tel
71
・
１
５
８
６
︶

　
明
南
小
学
校
と
明
科
中
学
校
の
児
童
�

生
徒
が
使
用
す
る
プ
�
ル
の
全
面
改
修

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
�

　
両
校
の
プ
�
ル
は
�
そ
れ
ぞ
れ
築
30

年
以
上
経
過
し
老
朽
化
が
激
し
く
な
�

て
き
た
た
め
に
�
改
修
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
�
プ
�
ル
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
構
造
で
�
６

コ
�
ス
が
取
れ
る
25
�
プ
�
ル
と
低
学

年
用
プ
�
ル
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
�

更
衣
室
・
ト
イ
レ
な
ど
の
管
理
棟
も
木

材
を
使
用
し
�
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ

ら
れ
る
設
計
に
な
�
て
い
ま
す
�

　
今
後
は
�
小
学
校
と
中
学
校
で
共
用

す
る
予
定
で
�
総
事
業
費
は
�
約
１
億

１
千
６
百
万
円
で
す
�

左から秋山さん、中田さん、小林さん、安藤さん、金森さん、藤川さん

メ
�
ト
ル

　
長
野
県
統
計
功
労
者
表
彰
式
が
２
月

９
日
�
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
�

　
統
計
調
査
に
精
励
し
�
功
績
の
あ
�
た

７
人
の
皆
さ
ん
が
各
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
�
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
�

︻
農
林
水
産
大
臣
表
彰
︼

�

小
林
正
　
︵
穂
高
北
穂
高
︶

�

古
旗
く
に
子
︵
堀
金
三
田
︶

︻
経
済
産
業
大
臣
表
彰
︼

�

小
林
正
　
︵
穂
高
北
穂
高
︶

︻
長
野
県
知
事
表
彰
︼

�

秋
山
惠
美
子
︵
穂
高
︶

�

勝
川
祐
喜
重
︵
穂
高
︶

�

中
田
正
志
︵
三
郷
小
倉
︶

︻
長
野
県
統
計
協
会
長
表
彰
︼

�

安
藤
已
三
郎
︵
三
郷
明
盛
︶

�

金
森
孝
雄
︵
穂
高
有
明
︶

　
市
と
な
�
て
初
め
て
の
観
光
ポ
ス
タ

�
と
パ
ン
フ
レ
�
ト
が
こ
の
ほ
ど
�
完

成
し
ま
し
た
�

　
観
光
ポ
ス
タ
�
は
�
安
曇
野
ら
し
さ

や
豊
か
な
自
然
を
イ
メ
�

ジ
し
て
2
種
類
を
制
作
し

ま
し
た
�
ひ
と
つ
は
�
田

園
風
景
や
道
祖
神
�
北
ア

ル
プ
ス
�
美
し
い
水
辺
の

風
景
な
ど
の
写
真
で
構
成

さ
れ
た
も
の
と
�
も
う
一

つ
は
�
安
曇
野
を
一
望
で

き
る
明
科
の
長
峰
山
頂
か

ら
の
雄
大
な
景
色
を
使
�

た
も
の
で
す
�

　
パ
ン
フ
レ
�
ト
は
�﹁
歩

き
た
く
な
る
道
�
歌
い
た

く
な
る
空
�
信
州
・
安
曇
野
﹂

と
い
う
キ
�
�
チ
フ
レ
�

ズ
で
始
ま
り
�
５
地
域
の

四
季
折
々
の
風
景
や
美
術
館
�

名
所
な
ど
観
光
ス
ポ
�
ト
�

特
産
品
の
紹
介
�
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
安
曇
野
の
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
を
掲
載
し

て
い
ま
す
�

　
ポ
ス
タ
�
は
各
５
千
部
�
パ
ン
フ
レ

�
ト
は
�
20
万
部
を
制
作
し
�
市
内
を

は
じ
め
県
内
市
町
村
�
首
都
圏
な
ど
の

旅
行
会
社
に
配
布
し
�
安
曇
野
を
ア
ピ

�
ル
し
ま
す
�
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　長野県温泉協会は2月28日、「温

泉療養指導士」の認定式を長野

市内で開き、穂高、三郷の旅館

のスタッフら９人が認定を受け

ました。この温泉療養指導士は、

温泉による健康づくりをアドバ

イスしたり、温泉の効用を説明

する人材を育てるために同協会

が初めて設けた資格です。この

資格を取得するためには、温泉

療法の専門医などから温泉の歴

史や生理学などを学ぶことが必

要で、すべての課程を修了した

人が認定を受けます。認定者の一

人で、穂高の温泉旅館で働く重

野実喜子さんは「今後、湯治や

長期滞在に対応できる体制づく

りの力になれれば」と話してく

れました。

2
28

温泉療養指導士1期生
市内から9人が認定

4
5・6

新小学生980人
新中学生905人

3
25

20年後の美しい桜を想像して
「光城山桜の里づくり」

三郷の「古民家移築作業」
かやぶき工事が終了

3
15

温泉による健康づくりをアドバイス

仕上げにかやを刈りそろえる

　三郷サラダ市西側で工事

が進む「やすらぎ空間施設」

で3月15日、移築している

古民家のかやぶきのふき替

えが終わりました。昔の雪

国では、春の雪が解けたこ

ろに見られたこの作業。小

谷村の職人の手できれいにかやを刈りそろえ、仕上

げました。この古民家は農業体験施設が併設され、

そば打ちや味噌作りなど体験できる施設になり、5月

下旬にオープンする予定です。

特産の玉ねぎ
調理のコツを学ぶ

3
7

よく炒めるほど甘みが増す

親子連れなど

60人が参加

↑元気いっぱいに「1年生になったら」を合唱

←担任の先生と対面「はじめまして」

↑ぼく、わたしの先生

　豊科のレストチロルは3月7日、

豊科の特産である玉ねぎを使っ

た「玉ねぎ料理の講習会」を開

催しました。参加者は、シュウ

マイなど4品のプロの調理法を

学びました。講師の縣房弘さん

は「料理によって最適な調理法

があり、面白い食材」と玉ねぎ

の魅力を話してくれました。

　桜の里山づくり植樹祭が３月25日、

光城山で行われました。この日は、

市民や関係者など約60人が参加。

光城山中腹の登山道脇の斜面に50

本の山桜の苗を植えました。参加者

は、急斜面での作業に苦労しながら、

くわで穴を掘り、肥料を入れ、苗木

を植えて自分の名前を書いた杭（く

い）を打ち込みました。昨年9月に

長崎県から引越してきたばかり女性

は「地域のために何かできればと孫

と一緒に参加しました。光城山の桜

は、見たことがないのでとても楽し

みです」と話してくれました。

川端康成・井上靖・
東山魁夷の足跡をたどる

3
21

安曇野の魅力を改めて知る

　国営アルプスあづみの公園

で3月21日、安曇野を訪れた

作家の川端康成、井上靖、日

本画家の東山魁夷の足跡を研

究者が語るトークセッション

が開催されました。3人は昭

和45年の春にそろって安曇野

を訪れ、それぞれこの地の魅力を語っています。パネ

リストの話や展示の資料は3人の感動を伝え、訪れた

参加者は改めて安曇野の魅力について考えている様子

でした。

安曇野明科子ども駅伝大会
子どもたちが健脚を競い合う

3
26

　子ども駅伝大会が3月26日、明科の水辺の楽校で行

われました。市内外から約70人が10チームに分かれて

参加し、1周約1.3�のコースで、たすきをつなぎました。

　　　　　　　優勝「ファイトいっぱーつ！」チーム

　　塩原　萌香（明北３年）

�　山下　武流（明南１年）

�　児玉　奈美（明北１年）

�　渡辺奈津子（明北３年）

�　伊藤　千尋（明南３年）

�　栢下　　汀（三郷６年）

�　猿田　孝平（大桑６年）

　市内の各小中学校で4月5日と6日、

入学式が行われました。写真は堀

金小学校の様子。山崎悦夫校長は

入学式で「あいさつをしっかりし

てください。人の話をきちんと聞

けるようになってください。車に

は十分気をつけてください」と新

入生にあいさつしました。新入生

は校長先生からのお願いに大きな

声で返事をしていました。この4

月に市内の小中学校に入学した子

どもは、小学生が980人、中学生

が905人となり、昨年の1年生と比

べると、小学生がほぼ横ばい、中

学生は50人近く減少しました。

キ
　ロ

あがた
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日
本
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
狙
う

　
今
シ
�
ズ
ン
群
馬
県
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本

ジ
�
ニ
ア
ス
キ
�
選
手
権
の
ス
ノ
�
ボ
�
ド
ア

ル
ペ
ン
競
技
回
転
と
大
回
転
の
２
種
目
で
優
勝

を
す
る
な
ど
�
プ
ロ
の
ス
ノ
�
ボ
�
ダ
�
と
し

て
日
本
の
ト
�
プ
ク
ラ
ス
入
り
を
狙
う
丸
山
美

樹
さ
ん
�
冬
は
県
内
外
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に

出
場
し
�
夏
は
冬
の
競
技
に
備
え
て
筋
ト
レ
や

走
り
込
み
に
励
む
な
ど
ス
ノ
�
ボ
�
ド
に
打
ち

込
む
毎
日
を
送
�
て
い
ま
す
�

　
ス
ノ
�
ボ
�
ド
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
�

﹁
５
歳
か
ら
�
ま
ず
ス
キ
�
を
始
め
�
ス
ノ
�

ボ
�
ド
は
６
歳
か
ら
始
め
ま
し
た
�
ス
キ
�
を

し
て
い
る
こ
ろ
�
ゲ
レ
ン
デ
を
さ
�
そ
う
と
滑

る
ス
ノ
�
ボ
�
ダ
�
を
見
て
自
分
も
や
�
て
み

た
い
と
思
�
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
�
当
時

は
ス
ノ
�
ボ
�
ド
が
登
場
し
た
ば
か
り
で
�
目

新
し
さ
と
�
保
育
園
か
ら
始
め
た
ス
キ
�
に
飽

き
て
い
た
と
い
う
気
持
ち
も
あ
�
た
と
思
い
ま

す
﹂
と
振
り
返
り
ま
す
�

　
美
樹
さ
ん
が
活
躍
す
る
ス
ノ
�
ボ
�
ド
回
転
・

大
回
転
は
�
コ
�
ス
に
設
け
ら
れ
た
旗
門
を
通

過
し
な
が
ら
タ
イ
ム
を
競
い
合
う
競
技
で
す
�

こ
の
競
技
の
魅
力
つ
い
て
は
﹁
﹃
回
転
・
大
回

転
﹄
は
１
０
０
分
の
１
秒
で
も
遅
け
れ
ば
負
け

と
い
う
結
果
が
分
か
り
や
す
い
競
技
�
﹃
ハ
�

フ
パ
イ
プ
﹄
な
ど
�
審
判
員
に
採
点
さ
れ
て
順

位
が
決
ま
り
�
納
得
が
い
か
ず
悔
い
が
残
る
よ

り
�
結
果
が
す
ぐ
分
か
る
と
こ
ろ
が
魅
力
﹂
と

話
し
ま
す
�
１
０
０
分
の
１
秒
を
競
う
細
や
か

な
調
整
が
必
要
な
競
技
の
世
界
で
﹁
常
に
攻
め

る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
�
元
気
よ
く
滑
り
た
い
﹂

と
話
す
美
樹
さ
ん
の
果
敢
な
挑
戦
が
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
�

手
紙
を
書
く
こ
と
が
好
き

　
美
樹
さ
ん
は
�
ス
ノ
�
ボ
�
ド
を
通
し
て
全

国
に
友
だ
ち
が
で
き
ま
し
た
�
﹁
同
じ
ス
ポ
�

ツ
に
打
ち
込
む
仲
間
と
し
て
�
大
会
の
こ
と
�

技
術
的
な
こ
と
を
気
軽
に
話
す
こ
と
が
で
き
ま

す
�
で
も
�
冬
の
間
に
�
年
に
数
回
し
か
会
え

な
い
の
が
寂
し
い
﹂

と
全
国
の
ラ
イ
バ

ル
た
ち
の
こ
と
を

話
し
ま
す
�
﹁
な

か
な
か
会
え
な
い

仲
間
と
は
手
紙
を

交
換
し
て
い
ま
す
�

学
校
や
部
活
の
こ

と
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
書
き
ま

す
�
携
帯
電
話
の

メ
�
ル
は
す
ぐ
に

届
く
と
こ
ろ
は
い
い
と
思
い
ま
す
が
�
遠
く
離

れ
た
友
だ
ち
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
手
紙
を
書

い
て
�
友
だ
ち
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
で

書
い
て
く
れ
た
手
紙
を
待
�
て
い
る
の
が
ワ
ク

ワ
ク
し
て
好
き
な
ん
で
す
﹂
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
ま
し
た
�

　安
曇
野
の
き
れ
い
な
空
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
﹁
小
さ
い
こ
ろ
は
�
と
に
か
く
元
気
が
良
く
�

男
の
子
に
負
け
な
い
く
ら
い
や
ん
ち
�
で
�
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
好
き
で
し
た
�
小
学
校
で

は
新
体
操
を
�
中
学
校
で
は
陸
上
部
に
所
属
し

ま
し
た
�
自
然
の
な
か
で
の
遊
び
や
�
違
う
ス

ポ
�
ツ
の
経
験
に
よ
�
て
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養

う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
﹂
と
幼
少
の
こ

ろ
の
環
境
が
現
在
の
自
分
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
と
話
す
美
樹
さ
ん
�
﹁
澄
ん
だ
空
気

を
感
じ
�
晴
れ
て
い
る
青
い
空
�
き
れ
い
な
星

を
ボ
�
�
と
見
て
い
る
と
心
が
癒
さ
れ
ま
す
﹂

と
ハ
�
ド
な
ス
ケ
ジ
�
�
ル
の
合
間
を
ぬ
�
て
�

今
で
も
自
然
を
感
じ
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
�
﹁
安
曇
野
は
�
建
物
が
少
な
く
�
空
が

遠
く
ま
で
よ
く
見
え
ま
す
�
豊
か
な
自
然
も
多

く
好
き
で
す
�
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
だ
と
�
市

全
体
が
良
く
な
�
て
い
く
と
思
い
ま
す
�
み
ん

な
が
幸
せ
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
市
に
な
�

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
�

　
そ
し
て
�
も
う
一
つ
の
エ
ネ
ル
ギ
�
に
な
�

て
い
る
の
は
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
の
存
在
だ

と
言
い
ま
す
�
﹁
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
�
見
守
り
�

支
え
て
く
れ
る
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
は
�
と

て
も
大
切
な
存
在
で
す
�
近
所
の
人
か
ら
﹃
頑

張
�
て
ね
﹄
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
�
み
ん
な

見
て
い
て
く
れ
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生涯学習だより

安曇野市教育委員会

豊科

レクリエーションダンス（全15回）
〜リズムにのって楽しく


 踊りながら体づくり〜

■時間
 午後1時30分〜3時

■場所
 豊科南社会体育館

■講師
 山本祐子さん

■対象
 一般

■定員
 30人

■開始
 5月15日から毎週月曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

小学生友遊スポーツ教室（全10回）
〜学区・学年をこえて、みんなでスポーツを


 楽しもう！お友だちを増やそう！〜

■時間
 午後5時30分〜6時30分

■場所
 穂高会館アリーナ

■講師
 水口朋巳さん（市体育指導委員）

■対象
 小学1年生〜4年生

■定員
 30人

■開始
 5月16日から毎週火曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料含）

穂高

親子体操教室〜星の子〜（全10回）
〜元気に体を動かそう！〜

■時間
 午前10時〜11時

■場所
 穂高会館
 講堂

■講師
 二見里香さん（市体育指導委員）

■対象
 未就園児（H18.4.1現在で2歳10カ


 月以上）とその保護者

■定員
 20組

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 2,500円（親子のスポーツ保険含）

穂高

あやめ教室（全30回）
〜ストレッチ体操による体力づくりと


 軽スポーツを楽しみます〜

■時間
 午前9時30分〜11時

■場所
 明科公民館講堂

■講師
 須山芙美子さん（スポーツ指導員）

■対象
 一般

■開始
 5月11日から毎週木曜日

■受講料
 3,000円（スポーツ保険料含）

明科

トランポビクス教室（全20回）
〜小さなトランポリンを使い、


 ウォーキングエクササイズで体力向上〜

■時間
 午前10時〜11時30分

■場所
 勤労者総合スポーツ施設

■講師
 遠山竹子さん

■対象
 一般男女

■定員
 25人

■開始
 5月12日から毎週金曜日

■受講料
2,000円（スポーツ保険料別）

豊科

ニュースポーツ教室夜の部（全15回）
〜誰でも簡単にできる

ニュースポーツ用具を使って楽しく運動〜

■時間
 午後7時30分〜9時30分

■場所
 勤労者総合スポーツ施設

■講師
 社会体育係、体育指導委員

■対象
 一般

■定員
 20人

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

ニュースポーツ教室昼の部（全15回）
〜ストレッチ体操やニュースポーツなど、


 誰でも気軽に楽しめる運動〜

■時間
 午後1時30分〜3時

■場所
 豊科南社会体育館

■講師
 社会体育係

■対象
 一般

■定員
 20人

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

マレットゴルフ教室（全15回）
〜初心者も気軽に楽しるスポーツ。


 基本から教えます〜

■時間
 午後1時30分〜3時30分

■場所
 豊科地域マレットゴルフ場

■講師
 社会体育係

■対象
 一般

■定員
 20人

■開始
 5月11日から毎週木曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

親子スポーツ〜スキップ組〜（全32回）
〜満2歳児のおともだちと一緒に、


 親子で楽しみながら運動します〜

■時間
 午前10時〜11時30分

■場所
 勤労者総合スポーツ施設ほか

■講師
 塩原恵美子さん（市社会体育指導員）

■対象
 満2歳児（H15.4.2〜H16.4.1生まれ）


 と保護者

■定員
 50組

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 5,200円（3,200円+おやつ代2,000円）


 スポーツ保険料別

豊科 親子スポーツ〜ジャンプ組〜（全32回）
〜満3歳児のおともだちと一緒に、


 親子で楽しみながら運動〜

■時間
 午前10時〜11時30分

■場所
 勤労者総合スポーツ施設ほか

■講師
 塩原恵美子さん（市社会体育指導員）

■対象
 満3歳児（H14.4.2〜H15.4.1生まれ）


 と親

■定員
 50組

■開始
 5月18日から毎週木曜日

■受講料
 5,200円（3,200円+おやつ代2,000円）


 スポーツ保険料別

豊科

太極拳教室（全15回）
〜ゆったりとした動作で、


 無理なく心身ともに鍛えます〜

■時間
 午後1時30分〜3時

■場所
 豊科武道館（剣道場）

■講師
 小林まさ子さん

■対象
 一般

■定員
 30人

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

ヨガ体操（全15回）
〜心地良い体の動きで、


 心身ともに健康づくりをサポートします〜

■時間
 午後1時15分〜2時45分

■場所
 豊科公民館講堂

■講師
 塩原恵美子さん（市社会体育指導員）

■対象
 一般

■定員
 30人

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

健康運動教室（全10回）
〜家にある身近なものを


 使う運動で健康になろう！〜

■時間
 午後1時30分〜3時

■場所
 穂高会館講堂

■講師
 山田美也さん（健康運動指導士）

■対象
 一般

■定員
 30人

■開始
 5月17日から毎週水曜日

■受講料
 2,500円（スポーツ保険料含）

穂高

フォークダンス教室（全15回）
〜誰でも簡単に楽しく踊って、


 無理のない健康づくりをします〜

■時間
 午後1時30分〜3時

■場所
 勤労者スポーツ施設

■講師
 新藤陽三さん

■対象
 一般男女

■定員
 50人

■開始
 5月16日から毎週火曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

豊科

太極拳教室（全10回）
〜ゆっくりとした動きにより




 心身をリフレッシュ〜

■時間
 午後7時30分〜9時

■場所
 穂高会館講堂

■講師
 飯島重男さん

■対象
 一般

■定員
 30人

■開始
 5月19日から毎週金曜日

■受講料
 2,500円（スポーツ保険料含）

穂高

さわやか健康体操教室（全15回）
〜簡単なストレッチ体操


 ・ウォーキングなどで体づくり〜

■時間
 午前9時30分〜11時

■場所
 豊科南社会体育館

■講師
 塩原恵美子さん（市社会体育指導員）

■対象
 40歳以上男女

■定員
 35人

■開始
 5月15日から毎週月曜日

■受講料
 1,500円（スポーツ保険料別）

◆豊科地域：豊科勤労者スポーツ施設窓口で所定の用紙に記入の上、お申し込みください。
電話による申し込みはご遠慮ください。申し込みにはスポーツ保険料が必要に
なります。
■問い合わせ　豊科勤労者スポーツ施設内豊科教育課社会体育係（Tel73・3011）

◆穂高地域：4月30日までに穂高会館教育課窓口で所定の用紙に記入の上お申し込みくださ
い。各教室とも定員になり次第締め切ります。
■問い合わせ　穂高会館内穂高教育課（Tel82・5970）

◆明科地域：明科公民館窓口で所定の用紙に記入の上お申し込みください。
■問い合わせ　明科公民館（Tel62・4605）

※今年度から受講料をいただく講座があります。あらかじめご了承ください。

豊科

申込方法

スポーツをはじめよう！

仲間をつくろう！

参加者
募集

春の
スポーツ
教室
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三　郷

剣道　柔道　なぎなた　空手合気道ミニバ

スケットボール　サッカー　バレーボール

ラグビー　卓球　新体操　硬式野球　軟式

野球　マリンバアンサンブル（合奏）　小扇

会（舞踊）　
和太鼓　昆虫クラブ　みずほ子

ども会（子ども会リーダー養成、ボランティ

ア活動）　　将棋　水彩画

（問い合わせ）

教育委員会三郷教育課生涯学習係

Tel77・2109

堀　金

剣道　空手　合気道　サッカー　卓球

ミニバスケットボール　硬式野球　ソフト

テニス　硬式テニス

（問い合わせ）

堀金総合支所
堀金総合体育館

Tel72・6340

豊　科

剣道　柔道　空手　合気道　サッカー

ミニバスケットボール　バレーボール　硬

式野球　軟式野球　ソフトボール　ソフト

テニス　バドミントン　卓球　弓道　乗馬

（問い合わせ）

教育委員会豊科教育課社会体育係


Tel73・3011

明　科

剣道　柔道　空手　バレーボール　ミニバ

スケットボール　サッカー　軟式野球

バドミントン

（問い合わせ）

教育委員会明科教育課生涯学習係

Tel62・4605

穂　高

剣道　柔道　空手　合気道　弓道　ミニバ

スケットボール　バレーボール　サッカー

ラグビー　硬式野球　カヌー　ソフトテニ

ス　バドミントン　卓球　テコンドー

（問い合わせ）

教育委員会穂高教育課社会体育係

Tel82・5970

市内各地域で活動している子ど
もたちを対象としたスポーツ・
文化サークルを紹介します。
学年・学校・地域を越えた多く
の友達を作ってみませんか？
お申し込み・お問い合わせは、
各支所教育課まで。

青少年を対象

スポーツ
文化サークル

募集

生涯学習だより

申込方法（共通）

各講座の受付日の午前9時45分までに穂高会館講堂にお集まりください。受付と説明

会を行います。（お子さんと一緒に参加していただいて構いません）

■持ち物：参加費、筆記用具、上履き

※受付日に都合の悪い人は、必ず事前に下記までご連絡ください。手続き方法の説明を

します。受付日を過ぎてのお申し込みはご遠慮ください。

■お問い合わせ

穂高会館内教育委員会　穂高教育課生涯学習係（Tel82・5970）

母と子の健康教室

テーマ①「健康なからだづくり」

健全な心と体を育てるために本当に必要な

ことは何か学びましょう。

■対象：1歳後半~4歳の子どもとその保護者

■受付日：5月9日（火）

■開催日：5月23日~7月19日の毎週火曜日

（最終回のみ水曜日）、または5月26日~7

月21日の毎週金曜日。どちらか希望の曜日

のコースをお選びください。

0～1歳児お母さん教室

子どもの発達・成長について基礎的なこと

を学びましょう。

■対象：0歳~1歳前半の子どもとその保護者

■受付日：5月10日（水）

■開催日：5月23日~7月19日の毎週火曜日


 （最終回のみ水曜日）

母と子の健康教室

テーマ②「こころの成長としつけ」

日ごろ、子育てやしつけで疑問に思ってい

ることを仲間とともに学び合いましょう。

■対象：1歳後半~4歳の子どもとその保護者

■受付日：5月11日（木）

■開催日：5月25日~7月20日の毎週木曜日

開催時間・場所（共通）

■時間：
午前9時45分~11時


 （1時間15分）

■会場：
かじかの里公園（穂高北穂高）


 ／雨天の場合のみ穂高会館

■参加費：
子ども1人200円（材料費）

母と子の健康教室

テーマ③「遊びの世界」

「遊び」の効果と役割を学び自分たちで実践

してみましょう。

■対象：1歳後半~4歳の子どもとその保護者

■受付日：5月12日（金）

■開催日：5月26日~7月21日の毎週金曜日

または、5月25日~7月20日の毎週木曜日。ど

ちらか希望の曜日のコースをお選びください。

穂高公民館では乳幼児の子育て
中の皆さんを対象とした全8回の
家庭教育講座を開催します。
いずれも親子で参加し、講師の
アドバイスを受けながら、お子
さんと向かい合い、実践を通じ
て子育てに大切なことを学ぶ講
座です。4講座のうち、いずれか
1つを選択して受付日にお申し込
みください。

乳幼児対象

家庭教育
講座

募集

19 18広報 広報4月号 4月号



【一般書】

▽毎日新聞社会部
 山本　祐司

▽松商ナイン1991年の快進撃

「球児たちの15年」
 田中　玲子

▽生き延びるための思想

「ジェンダー平等の罠」
 上野　千鶴子

▽魂の重さの量り方
 レン･フィッシャー

▽ロボットが日本を救う「開発から40年のパ

イオニアが語るロボットの近未来」


 中山　眞

▽百姓仕事で世界は変わる

「持続可能な農業とコモンズ再生」




 ジュールス・プレティ

▽新任教師
 水林　久雄

▽チェケラッチョ！
 秦　建日子

▽早春賦
 山田　正紀

▽13歳の冬、誰にも言えなかったこと

「ある学習障害の少女の手記」


 サマンサ・アビール

▽水の世界地図
 ロビン・クラーク

▽伝承折り紙連鶴49「一枚の和紙から連続し

た鶴を折る桑名の千羽鶴より」


 大塚　由良美

【児童書】

▽もぐらのバイオリン


 デイビット・マクフェイル

▽おばけちゃんのバア！「赤ちゃんが笑って

くれる絵本」



 のぶみ

▽おにぎり食べたお地蔵さん


 瀬戸内　寂聴

▽ブーフーウー


 飯沢　匡

※館によっては取り寄せに日数がかかる場合
があります。

催し
生涯学習だより
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堀
金
図
書
館
児
童
コ
�
ナ
�

明
科
図
書
館︵
Tel
62
・
1
1
2
2
︶

﹁
お
は
な
し
の
会
﹂

■
日
時
　
5
月
17
日
︵
水
︶

午
前
11
時~

︵
幼
児
対
象
︶

5
月
10
日
︵
水
︶・
24
日
︵
水
︶

午
前
11
時~

︵
幼
児
対
象
︶

午
後
3
時
30
分~

︵
小
学
生
対
象
︶

■
場
所
　
明
科
図
書
館﹁
お
は
な
し
コ
�

ナ
�
﹂

豊
科
図
書
館︵
Tel
72
・
2
1
5
8
︶

﹁
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
﹂

■
日
時
　
5
月
19
日
︵
金
︶

午
後
4
時
30
分~

5
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
和
室

穂
高
図
書
館︵
Tel
84
・
0
1
1
1
︶

﹁
お
は
な
し
と
し
�
か
ん
﹂

■
日
時
　
5
月
27
日
︵
土
︶

Ⅰ
部
︵
幼
児
対
象
︶
午
前
10
時
30
分~

読

み
き
か
せ﹁
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
く
る
り
く
ら
﹂
�

手
あ
そ
び
な
ど

Ⅱ
部
︵
5
歳
以
上
対
象
︿
大
人
も
楽
し
め

ま
す
﹀
︶
午
前
11
時
20
分~

お
は
な
し
�
読

み
き
か
せ
な
ど

■
場
所
　
穂
高
会
館
講
義
室

︻
休
館
日
︼

◆
穂
高
・
堀
金
図
書
館
︵
原
則
月
曜
日
・

祝
日
の
翌
日
・
毎
月
第
3
木
曜
日
︶

◆
三
郷
図
書
館
︵
原
則
月
曜
日
・
祝

日
・
毎
月
第
3
木
曜
日
︶

◆
明
科
図
書
館
︵
原
則
月
曜
日
・
祝
日
・

毎
月
最
後
の
金
曜
日
︶

◆
豊
科
図
書
館
︵
原
則
火
曜
日
・
祝
日
・

毎
月
最
後
の
金
曜
日
︶

︻
開
館
時
間
︼

◆
豊
科
・
穂
高
・
堀
金
図
書
館

午
前
10
時~

午
後
6
時

◆
三
郷
図
書
館

午
前
9
時~

午
後
5
時
︵
火~

土
︶

午
前
10
時~

午
後
6
時
︵
日
︶

◆
明
科
図
書
館

午
前
10
時~

午
後
7
時
30
分
︵
火~

土
︶

午
前
10
時~

午
後
6
時
︵
日
︶

　
そ
の
他
に
も
�貸
出
冊
数
が
10
冊
に
な

る
な
ど
変
更
点
が
あ
り
ま
す
�詳
し
く
は
�

各
図
書
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

新
緑
の
美
し
い
季
節
に
み
ん
な
で
出

掛
け
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
　
5
月
28
日
︵
日
︶

午
前
7
時
　
　
　
穂
高
会
館
集
合

午
後
4
時
30
分
　
帰
着
予
定




︵
雨
天
中
止
︶

■
場
所
　
山
梨
県
清
里
高
原

■
対
象
　
一
般
︵
健
康
上
心
配
の
あ
る

人
は
�
医
師
に
相
談
の
上
ご
参
加
く
だ

さ
い
︶

■
持
ち
物
　
昼
食
・
防
寒
着
・
雨
具
な
ど

■
費
用
　
7
0
0
円
︵
保
険
料
な
ど
︶

■
定
員
　
30
人

■
申
し
込
み
　
必
ず
往
復
は
が
き
で
�

5
月
8
日
︵
月
︶
必
着
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
�
定
員
を
超
え
た
場
合
は
�
抽
選
に

て
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
�﹁
往
復
は
が

き
の
記
入
の
仕
方
﹂
の
と
お
り
�
必
要
事

項
を
お
書
き
く
だ
さ
い
�
1
枚
の
往
復

は
が
き
で
�
二
人
ま
で
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
�
返
信
用
は
が
き
で
�
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
�
な
お
�
往
復
は
が
き
以

外
で
の
申
し
込
み
は
無
効
と
し
�
記
入

が
不
完
全
な
場
合
も
同
様
と
な
り
ま
す

の
で
�ご
注
意
く
だ
さ
い
�

■
問
い
合
わ
せ
　
穂
高
会
館
内
穂
高
教

育
課
社
会
体
育
係
︵
Tel
82
・
5
9
7
0
︶

豊
科
近
代
美
術
館

﹁
安
曇
野
を
描
く

安
曇
野
の
画
家
た
ち
展
﹂

昨
年
の
10
月
1
日
�
安
曇
野
に
旧
豊

科
町
�
穂
高
町
�
明
科
町
�
堀
金
村
�
三
郷

村
の
5
町
村
が
合
併
し
て
新
た
に
安
曇

野
市
が
誕
生
し
ま
し
た
�
本
展
は
新
市

の
誕
生
を
記
念
し
て
�
こ
の
地
に
暮
ら

し
活
躍
す
る
画
家
47
人
が
描
い
た
　
安

曇
野
　
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
�

西
に
常
念
岳
�
有
明
山
を
は
じ
め
と

す
る
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
安
曇
野
は
�

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
風
光
の
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
�
四
季
折
々
の
風
情

を
見
せ
る
豊
か
な
自
然
は
�
昔
か
ら
多

く
の
芸
術
家
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
�

自
然
を
描
い
た
風
景
画
か
ら
安
曇
野
に

生
き
る
画
家
の
抽
象
的
な
心
象
風
景
ま

で
�
春
の
安
曇
野
で
多
彩
な
作
品
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
�

■
会
期
　
4
月
22
日
︵
土
︶



~

5
月
28
日
︵
日
︶

■
場
所
　
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館




2
階
展
示
室

■
入
館
料
　
一
般
5
0
0
円︵
4
0
0
円
︶
�

大
・
高
生
3
0
0
円
︵
2
0
0
円
︶
�
小
・

中
生
1
5
0
円
︵
1
0
0
円
︶

※
︵


︶内
は
20
人
以
上
の
団
体

■
問
い
合
わ
せ
　
安
曇
野
市
豊
科
近
代

美
術
館
︵
Tel
73
・
5
6
3
8
︶

◆
出
品
者


会
田
美
津
枝
　
飯
沼
一
道

上
田
太
郎


内
田
博
幸


小
穴
竹
豊

大
島
和
芳


大
谷
昭
治


岡
村
焔
人

岡
本
諒
一


小
口
泰
子


小
澤
弘
三

加
々
美
豊


小
林
サ
ト
シ
　
小
山
英
一

柴
野
道
夫


須
藤
幹
子


征
矢
野
久

高
木
順
子


高
山
晃


田
中
典
子

樽
見
盛
衛


千
野
吉
治


千
村
政
夫

中
村
文
重
　
中
村
太
一


夏
目
衣
里
子

西
沢
洋


抜
井
美
江


降
籏
広
光

巻
山
昌
宏


増
田
康
子


松
原
光
雄

丸
山
島
子


丸
山
光
子


三
澤
芳
房
　

三
原
好
清
　
宮
澤
孝
子
　
宮
島
長
雄
　

六
井
秀
美
　
望
月
太
門
　
森
本
啓
子
　

矢
野
口
靖
　
山
岡
道
徳
　
山
本
和
子
　

山
本
和
喜
　
横
山
均
　
吉
沢
広
子




︵
50
音
順
　
敬
称
略
︶

■
主
催
・
安
曇
野
市
豊
科
近
代
美
術
館

／
︵
財
︶
豊
科
文
化
財
団
／
安
曇
野
の
画

家
た
ち
展
実
行
委
員
会
■
共
催
・
市
民

タ
イ
ム
ス
■
後
援
・
安
曇
野
市
／
安
曇

野
市
教
育
委
員
会
／
中
信
美
術
会

よ
み
き
か
せ
で

お
は
な
し
を
楽
し
も
う

募集

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

参
加
者
募
集
（
前
期
）

図書館

4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

休
館
日
・
開
館
時
間

アート

安
曇
野
市
誕
生

春
の
特
別
展

新着本・おすすめ本コーナー

〜往復はがきの記入の仕方〜

ト
レ
�
キ
ン
グ︵
前
期
︶教
室
参
加
希
望

住
所

氏
名︵
ふ
り
が
な
︶

電
話
番
号

ご
自
分
の

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
お
書
き
く
だ
さ
い
�

安
曇
野
市
穂
高
5
0
4
7

穂
高
町
民
会
館
内

教
育
課
　
行

399-830350

50

（返信）

（往信）

※必ず2名以内でお申し込みください
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■
申
込
期
間
　
　



５
月
１
日
︵
月
︶�
19
日
︵
金
︶



午
前
８
時
30
分
�
午
後
５
時




︵
土
日
祝
日
は
受
付
不
可
︶

■
申
込
先
　
各
保
健
セ
ン
タ
�︵
右
下
表
参
照
︶

■
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
�
そ
の
際
に
希
望
す
る
期
日
と
時

　
間
帯
を
お
聞
き
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
部
健
康
推
進

　
課
保
健
予
防
係
︵
Tel
81
・
０
７
２
６
︶
�

　
各
保
健
セ
ン
タ
�

　
女
性
の
が
ん
は
�
欧
米
で
は
減
�
て
い

る
の
に
�
日
本
で
は
増
え
て
き
て
い
ま
す
�

特
に
�
乳
が
ん
は
年
々
患
者
数
が
増
え
�
日

本
人
女
性
で
は
�
乳
が
ん
の
罹
患
率
が
胃

が
ん
を
抜
い
て
第
１
位
と
な
り
�
年
間
約

３
万
５
千
人
が
乳
が
ん
に
な
り
�
約
１
万

人
が
亡
く
な
�
て
い
ま
す
�



乳
が
ん
は
食
事
の
洋
風
化
や
出
産
年
齢

の
高
齢
化
に
伴
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
の
関

連
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
�
て
き
ま
し
た
�

乳
が
ん
に
よ
る
死
亡
を
防
ぐ
決
め
手
は
�早

期
発
見
�
早
期
治
療
で
す
�市
で
は
�
乳
が
ん

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に
�
乳
房

の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
に
よ
る
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
�
検
診
を
実
施
し
ま
す
�希
望
者
は
次
の

内
容
を
ご
覧
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

な
お
�各
保
健
セ
ン
タ
�
の
検
診
定
員
数
が

決
ま
�
て
い
ま
す
�申
込
期
日
か
ら
受
け
付

け
�定
員
数
に
な
り
次
第
�
締
め
切
り
ま
す
�

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

■
検
診
会
場
　
平
成
18
年
度
は
豊
科
・
穂
高
�

19
年
度
は
三
郷
・
堀
金
・
明
科
の
各
保
健
セ

ン
タ
�
で
実
施
し
ま
す
�市
民
で
あ
れ
ば
ど

こ
の
保
健
セ
ン
タ
�
で
も
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
�
た
だ
し
�
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
�
検
診
は
１
年
お
き
の
検
診
に
な
り
ま

す︵
毎
年
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
︶の
で
�会
場

や
受
診
す
る
年
度
な
ど
個
々
に
計
画
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�

■
検
診
時
間
　
午
前
９
時

　
�
午
後
２
時
30
分︵
30
分
ご
と
時
間
指
定
︶

■
対
象
年
齢
　
40
歳
以
上

■
検
診
料
金
　
２
�５
０
０
円
︵
全
員
同
額
︶

■
検
診
内
容
　
両
方
の
乳
房
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

★
次
の
人
は
検
診
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
�﹃
し
こ
り
な
ど
の
症
状
が

　
あ
る
﹄﹃
乳
房
内
に
人
工
物
が
入
�
て
い

　
る
﹄﹃
乳
房
の
手
術
を
し
た
﹄﹃
心
臓
ペ
�

　
ス
メ
�
カ
�
が
入
�
て
い
る
﹄﹃
昨
年
度

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
�
検
診
を
受
け
た
﹄﹃
同

　
じ
年
度
に
�
乳
房
検
診
︵
視
触
診
︶
を
受

　
け
た
�
ま
た
は
受
け
る
予
定
﹄﹃
妊
娠
中
・

　
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
人
﹄

★
検
診
申
込
ハ
ガ
キ
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
�

　
と
記
入
し
た
し
た
人
も
新
た
に
申
し
込

　
み
が
必
要
で
す
�ご
注
意
く
だ
さ
い
�
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健
　
康
Ｈｅａｌｔｈ

福
　
祉

Welfare

早
期
発
見
！

が
ん
検
診
の
最
前
線
を
紹
介

〜
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
〜

　
小
さ
な
肺
が
ん
も
見
つ
け
ま
す

〜
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
〜

 
 
〜
 
 代
の
乳
が
ん
が
激
増

　
日
本
の
死
亡
原
因
の
ト
�
プ
は
﹁
が
ん
﹂

で
す
�
平
成
10
年
度
に
は
�
そ
れ
ま
で
最

も
多
か
�
た
﹁
胃
が
ん
﹂
を
抜
い
て
�
﹁
肺

が
ん
﹂
が
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
�
今
後
�

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
は
男
女
と
も
さ
ら

に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
�

　
肺
が
ん
は
�
早
期
発
見
に

よ
り
生
存
率
が
大
幅
に
高
ま

り
ま
す
�
Ｃ
Ｔ
検
診
は
�
非

常
に
小
さ
な
肺
が
ん
︵
早
期

の
が
ん
︶
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
�



市
で
は
�
肺
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
に

Ｃ
Ｔ
検
診
に
よ
る
肺
が
ん
検

診
を
実
施
し
ま
す
�
希
望
者

は
次
の
内
容
を
ご
覧
の
上
�

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
�
な
お
�

各
保
健
セ
ン
タ
�
で
検
診
定

員
数
が
決
ま
�
て
い
ま
す
�

申
込
期
日
か
ら
受
け
付
け
�
定
員
に
な
り

次
第
�
締
め
切
り
ま
す
�
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
�

■
日
程
・
定
員
　
下
表
の
と
お
り

■
検
診
　
午
前
９
時
�
午
後
４
時









︵
30
分
ご
と
指
定
時
間
︶

■
対
象
年
齢
　
40
歳
以
上

■
検
診
料
金
　
２
�
０
０
０
円
︵
全
員
同
額
︶

■
検
診
内
容
　
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影

■
注
意
事
項

★
65
歳
以
上
の
人
で
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
を

受
け
る
場
合
は
�
﹁
結
核
検
診
﹄
︵
通
常
の

間
接
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
︶
は
受
け
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
�

★
医
療
機
関
な
ど
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を

受
け
る
機
会
の
多
い
人
は
�
主
治
医
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
�

★
妊
娠
中
・
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
人
�
心
臓
ペ
�
ス
メ
�
カ
�
の
入
�
て

い
る
人
は
検
診
が
で
き
ま
せ
ん
�

■
申
込
方
法
　
次
ペ
�
ジ
﹁
肺
が
ん
Ｃ
Ｔ

検
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
�
検
診
申
し
込
み

方
法
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

福祉マーククイズ
何のマークでしょう？

答えは31ページ下

明科保健センター（TEL81・2941）　　    堀金保健センター（TEL73・5770）

40

50

肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
 共
通
申
込
方
法

会場

堀金保健センター
(Tel73-5770)

明科保健センター
(Tel81-2941)

穂高保健センター
(Tel81-0711)

三郷保健センター
(Tel77-9111)

豊科保健センター
(Tel72-9970)

日程 定員

10月31日(火)〜６日(月)の４日間

11月８日(水)〜10日(金)の３日間

11月13日(月)〜16日(木)の４日間

11月20日(月)〜22日(水)の３日間

11月27日(月)〜30日(木)の４日間

350人

240人

350人

240人

350人

会場

豊科保健センター
(�72-9970)

穂高保健センター
(�81-0711)

日程 定員

10月23日(月)〜24日(火)の２日間

11月８日(水)〜10日(金)の３日間

80人

120人

肺がんＣＴ検診（日程・定員）

マンモグラフィ検診（日程・定員）

３○祝 ４○祝 ５○祝 ７○日 14○日 21○日 28○日

病
　
院
　
・
　
医
　
院

歯
科
医

※休日当番医は変更される場合があります。当日は休日医療情報案内でご確認ください。（　 0120-890-423）

穂高病院

82-2474［穂高］

丸山内科クリニック

72-6188［豊科］

こうの内科循環器科

71-5881［豊科］

ヒカリ歯科医院

82-8171［穂高］

やざき診療所

62-2360［明科］

柏原クリニック

82-7222［穂高］

安曇野形成皮ふクリニック

71-2345［豊科］

布山歯科医院

77-6388［三郷］

追分クリニック

82-2129［穂高］

須澤クリニック

82-2993［穂高］

池田医院

77-2055［三郷］

中島歯科医院

73-5701［豊科］

堀内医院

82-3324［穂高］

小林医院

72-2717［豊科］

神谷小児科医院

72-5162［豊科］

いさつ歯科医院

73-0648［豊科］

古川医院

82-4385［穂高］

高橋医院

82-2561［穂高］

土屋クリニック

71-1811［豊科］

上條歯科医院

82-2215［穂高］

平林医院

62-2227［明科］

信濃内科循環器科医院

82-7722［穂高］

中村内科医院

72-2460［豊科］

ウチカワデンタルクリニック

62-6022［明科］

清沢医院

82-7600［穂高］

石田医院

72-2766［豊科］

白木医院

77-2134［三郷］

市川歯科医院

72-2116［豊科］

高速らせんCT検診車

23 広報　　　　　　4月号
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information

市
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

穂
高
地
域

開
発
事
業
の
承
認

三
郷
地
域
の
皆
さ
ま
へ

下
水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

三
郷
地
域
の
保
育
園

子
育
て
支
援
・
相
談
の
予
定

無
料
法
律
相
談
の
開
催

人
権
相
談
所
の
開
設

………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………………………………… …………

…………………………………………………………………………………………

…………………………………………………………………………………………

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
�

▼
穂
高
団
地
︵
穂
高
︶

　
・
募
集
戸
数
　
１
戸

　
・
間
取
り
　
　
２
Ｋ

▼
追
分
団
地
︵
穂
高
︶

　
・
募
集
戸
数
　
１
戸

　
・
間
取
り
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
三
田
団
地
︵
堀
金
︶

　
・
募
集
戸
数
　
１
戸

　
・
間
取
り
　
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
新
柳
瀬
団
地
︵
明
科
︶

　
・
募
集
戸
数
　
１
戸

　
・
間
取
り
　
　
３
Ｄ
Ｋ

■
主
な
入
居
資
格

・
安
曇
野
市
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

　
所
を
有
す
る
人

・
現
に
同
居
し
�
ま
た
は
同
居
し
よ

　
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

・
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
な
ど

※
詳
細
は
担
当
係
に
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
�

■
入
居
開
始
日
　
６
月
１
日
︵
木
︶

■
受
付
期
間
　



５
月
１
日
︵
月
︶
�
12
日
︵
金
︶



午
前
８
時
30
分
�
午
後
５
時



　
　
　
　
︵
土
・
日
・
祝
日
除
く
︶

■
申
込
先
　
都
市
建
設
部
都
市
計
画

　
課
︵
豊
科
総
合
支
所
内
︶
お
よ
び

　
各
総
合
支
所
都
市
計
画
担
当
係

■
申
込
方
法
　
４
月
20
日︵
木
︶か
ら
担

　
当
係
で
﹁
入
居
申
込
書
﹂
と
募
集
の
詳

　
細
を
記
し
た
﹁
入
居
申
込
案
内
﹂
を
配

　
布
し
ま
す
�
受
付
期
間
内
に
添
付
書

　
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
�

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　
り
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
豊
科
総
合
支
所
内

　
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
︵
Tel
72
・
３
１
１
１
︶

　
市
で
は
�
長
野
県
弁
護
士
会
松
本

在
住
会
の
協
力
で
�
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
�
相
談
内
容
な
ど

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
�

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
�

■
日
時
　
５
月
17
日
︵
水
︶

　
午
後
１
時
30
分
�
４
時
30
分

■
場
所
　
豊
科
公
民
館
小
会
議
室

■
定
員
　
８
人
︵
要
予
約
︶

■
相
談
時
間
　
１
人
20
分
程
度

■
持
ち
物
　
相
談
に
関
す
る
資
料
な
ど

■
申
込
方
法
　
５
月
９
日
︵
火
︶
の
午

　
前
９
時
�
正
午
ま
で
に
電
話
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
�
た
だ
し
�
先
着

　
順
の
た
め
定
員
に
な
り
次
第
�
締
め

　
切
り
に
な
り
ま
す
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
総
務
部

　
総
務
課
庶
務
係
︵
Tel
71
・
２
０
０
０
︶

　
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
�
子
ど
も

に
関
す
る
問
題
�
隣
近
所
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と
�
毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど

で
お
困
り
の
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
�
相
談
は
無
料
で
す
�

■
開
催
日
　
５
月
15
日
︵
月
︶
　
　

■
場
所
　
明
科
総
合
支
所
２
階
会
議
室

■
時
間
　
午
前
10
時
�
午
後
３
時

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
法
務
局

　
松
本
支
局
︵
Tel
32
・
２
５
７
１
︶

人権擁護委員を紹介します
　法務大臣から委嘱される人権擁護委員は、市民の皆さん

の人権にかかわる問題について相談に応じるほか、人権啓

発活動を行っています。各地域の人権擁護委員を紹介します。


【豊科地域】山内道生　中槇貞幸　飯沼重子　勝山孝子　丸山眞登


【穂高地域】大平義郎　丸山三郎　清澤文人　会田美津枝　曽根原健司


【三郷地域】三澤敏雄　赤羽根嘉矩　松澤孝子


【堀金地域】青　令子　田口勝二


【明科地域】小林章男　　　　　　　　　　（順不同
H18.
4.
20現在）


 　問い合わせ　総務部人権尊重課人権尊重係（Tel71・2000）

　
平
成
18
年
２
月
の
開
発
審
査
分



　
︵
承
認
日
　
平
成
18
年
３
月
15
日
︶

①
山
本
朋
章
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
９
９
７
�
１

・
開
発
面
積
　
６
３
１
・
０
０
m2

・
目
的
　
歯
科
医
院
の
立
地

②
︵
財
︶
碌
山
美
術
館
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
５
０
９
５
�
１
他
６
筆

・
開
発
面
積
　
３
�２
０
６
・
０
９
m2

・
目
的
　
絵
画
展
示
室
・
収
蔵
庫
・

　
　
　
　

会
議
室
ほ
か
の
建
設

③
︵
有
︶
あ
づ
み
の
会
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
北
穂
高
１
７
１
６
�
１

　
　
　
　
他
１
筆

・
開
発
面
積
　
２
�２
４
６
・
６
２
m2

・
目
的
　
介
護
福
祉
施
設
の
立
地

④
︵
株
︶
Ｍ
Ｉ
Ｐ
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
１
４
７
０
�
１
他

　
　
　
　
３
筆

・
開
発
面
積
　
２
�
０
６
２
・
０
０
m2

・
目
的
　
工
場
の
建
設

⑤
松
島
賢
博
の
開
発
事
業

・
場
所
　
穂
高
有
明
３
６
１
２
�
１
他

　
　
　
　
１
筆

・
開
発
面
積
　
２
�９
７
７
・
８
６
m2

・
目
的
　
飲
食
店
︵
そ
ば
店
︶
の
立
地



※
開
発
面
積
は
土
地
面
積
で
す
�

︻
明
盛
･
温
全
地
区
�
小
倉
地
区
の

一
部
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ
︼

　
下
水
道
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
�
下
水
道
法
で
は
﹁
浄

化
槽
に
よ
る
水
洗
ト
イ
レ
の
お
宅
は

速
や
か
に
�
汲
み
取
り
ト
イ
レ
の
お

宅
は
３
年
以
内
に
水
洗
化
し
�
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂

と
さ
れ
て
い
ま
す
�

　
ま
だ
�
接
続
工
事
が
済
ん
で
い
な

い
ご
家
庭
は
�
で
き
る
だ
け
早
く
接

続
を
お
願
い
し
ま
す
�
ま
た
�
工
事

は
﹁
安
曇
野
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
﹂
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
�

詳
細
は
�
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
�

︻
南
小
倉
地
区
︵
一
部
除
く
︶
に
お

住
ま
い
の
皆
さ
ん
へ
︼

　
平
成
18
年
４
月
か
ら
下
水
道
を
使

用
で
き
ま
す
�
ま
た
�
平
成
18
年
８

月
か
ら
は
�
下
水
道
受
益
者
負
担
金

の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
�
下
水
道
へ

の
早
め
の
接
続
と
併
せ
て
�
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
�

■
問
い
合
わ
せ
　
三
郷
総
合
支
所
建

　
設
上
下
水
道
課
下
水
道
係

　
　
　
　
　
　
︵
Tel
77
・
３
１
１
１
︶

　
三
郷
地
域
の
各
保
育
園
で
は
�
未

就
園
児
を
対
象
に
し
た
遊
び
の
広
場
﹁
ひ

よ
こ
広
場
﹂
と
�﹁
子
育
て
相
談
﹂
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
�

︹
ひ
よ
こ
広
場
︺
　４
保
育
園
同
時
開
催

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
�
11
時

■
持
ち
物
　
上
履
き
�
着
替
え
�
水
筒










︹
子
育
て
相
談
︺
　

■
時
間
　
午
前
９
時
30
分
�
11
時
30
分

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
予
約

▼

やまうちみち　お

おおひらよし　お

あか　は　ね よしのり

た ぐちかつ じ

きよさわふみ　と あい だ　み　つ　え

なかまきたかゆき まるやままこ　と
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早
春
賦
ま
つ
り
開
催

穂
高
立
足
地
区
の
歩
道
整
備

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

職
員
人
事
異
動

　
︵
平
成
18
年
４
月
１
日
付
︶

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………

メ
�
ト
ル

　
早
春
賦
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
�

安
曇
野
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
第
23

回
早
春
賦
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
�

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
�
こ

の
詩
の
持
つ
心
を
伝
え
よ
う
と
３
世

代
参
加
の
合
唱
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
�

■
日
時
　
４
月
29
日
︵
祝
︶



　
　
　
午
前
11
時
�

■
場
所
　
穂
高
川
右
岸
﹁
早
春
賦
歌
碑
﹂

　
　
　
　
前
︵
穂
高
等
々
力
︶

■
問
い
合
わ
せ
　
早
春
賦
ま
つ
り
実

　
行
委
員
会
︵
Tel
82
・
３
１
３
３
︶

　
県
松
本
地
方
事
務
所
で
は
�
穂
高

立
足
地
区
︵
広
域
農
道
︶
の
歩
道
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
�
沿
線
は
県
景

観
条
例
に
基
づ
く
景
観
形
成
重
点
地

域
で
あ
り
�
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
・
要
望
を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
�
意
見
・
要
望
が
あ
る
場
合
は
�
５

月
31
日
︵
水
︶
ま
で
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
�

︻
立
足
地
区
歩
道
整
備
の
概
要
︼

▼
整
備
区
間
　
立
足
西
交
差
点
︵
安

曇
野
ス
ケ
�
チ
ロ
�
ド
交
差
点
︶
付

近
�
国
道
147
号
土
場
交
差
点
ま
で
の

約
1
・
1
キ
ロ

︵
な
お
�
乳
房
大
橋
区

間
は
既
存
の
歩
道
を
利
用
し
ま
す
︶

▼
歩
道
幅
員
　
２
・
５
�

▼
実
施
時
期
　
平
成
18
年
度
�
20
年

　
度
︵
予
定
︶

▼
設
計
図
面
　
設
計
図
面
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
松
本
地
方
事
務
所
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

︵h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.n
a
g
a
n
o
.jp




/
x
tih
o
u
/
m
a
tu
/
in
d
e
x
.h
tm

︶

■
問
い
合
わ
せ
　
松
本
地
方
事
務
所





　
環
境
森
林
チ
�
ム
整
備
ユ
ニ
�
ト

　
　
　
　
　
　
︵
Tel
40
・
１
９
２
４
︶

Ｅ
メ
�
ル

fu
k
u
o
k
a
-
se
ish
i@
p
re
f.n
a
g
a
n
o
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◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

４
月
６
日
発
行
﹁
広
報
お
知
ら
せ
版
﹂

■
６
ペ
�
ジ
︵
３
段
目
︶
季
節
の
料

　
理
教
室
講
師
名


︵
誤
︶
山
本
紀
子
↓
︵
正
︶
山
本
則
子

同
﹁
別
冊
広
報
あ
づ
み
の
﹂

■
８
ペ
�
ジ
︵
表
中
の
重
度
要
介
護
者

　
家
庭
介
護
者
慰
労
事
業
の
内
容
欄
︶

︵
誤
︶
②
過
去
１
年
間
に
介
護
保
険

　
　
　
サ
�
ビ
ス
を
受
け

︵
正
︶
②
過
去
１
年
間
に
介
護
保
険

　
　
　
サ
�
ビ
ス
を
受
け
な
か
�
た

■
９
ペ
�
ジ
︵
右
下
︶
穂
高
総
合
支
所

　
健
康
福
祉
課
福
祉
係
の
電
話
番
号

︵
誤
︶
︵
Tel
8
1
・
０
７
１
９
︶

︵
正
︶
︵
Tel
8
1
・
０
７
２
９
︶



　
　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
�

　

本
庁

︻
総
務
部
︼

▼
税
務
課
長
︵
豊
科
総
合
支
所
都
市
建

設
課
長
︶
長
谷
川
幹
男
▼
収
税
対
策
室

長
︵
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
︶
中
村
栄
▼
総
務
部
税
務
課
長
補
佐

兼
市
民
税
担
当
係
長
︵
税
務
課
長
補
佐

兼
税
務
係
長
︶
岩
崎
久
子
▼
総
務
課
庶

務
係
長
︵
堀
金
総
合
支
所
教
育
課
教
育

総
務
係
長
︶
臼
井
基
▼
人
事
課
長
補
佐

兼
職
員
担
当
係
長
︵
豊
科
総
合
支
所
教

育
課
教
育
総
務
係
長
︶
飯
沼
利
雄
▼
行

政
改
革
推
進
室
行
政
担
当
係
長
︵
企
画

財
政
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く

り
推
進
担
当
係
長
︶
堀
内
猛
志
▼
防
災

交
通
課
防
災
交
通
係
長
︵
堀
金
総
合
支

所
建
設
上
下
水
道
課
都
市
建
設
係
長
︶

南
健
児
▼
税
務
課
市
民
税
担
当
係
長
︵
企

画
財
政
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
担
当
係
長
︶
丸
山
高
人
▼
税

務
課
資
産
税
担
当
係
長
︵
総
務
部
人
事

課
付
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶
保

高
秀
行
▼
税
務
課
資
産
税
担
当
係
長
︵
堀

金
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

長
︶
丸
山
潔
▼
税
務
課
税
務
係
長
︹
穂

高
総
合
支
所
内
︺︵
企
画
財
政
部
契
約
管

財
課
契
約
検
査
担
当
係
長
︶
堀
金
俊
仁

▼
税
務
課
税
務
係
長
︹
三
郷
総
合
支
所

内
︺︵
三
郷
総
合
支
所
教
育
課
生
涯
学

習
係
長
︶
生
松
文
子
▼
税
務
課
税
務
係

長
︹
明
科
総
合
支
所
内
︺︵
総
務
部
税
務

課
資
産
税
担
当
係
長
︶
丸
山
高
平
▼
人

事
課
職
員
担
当
係
長
︵
明
科
総
合
支
所

地
域
支
援
課
主
任
企
画
員
︶
市
川
明
美

▼
収
税
対
策
室
︵
企
画
財
政
部
企
画
政

策
課
企
画
員
︶
大
月
英
二
▼
総
務
部
総

務
課
︵
穂
高
総
合
支
所
産
業
観
光
課
︶

丸
山
武
倫
▼
総
務
課︵
総
務
部
人
事
課
付
︶

松
田
幸
司
▼
税
務
課
︵
豊
科
総
合
支
所

教
育
課
︶
丸
山
大
輔
▼
税
務
課
︵
穂
高

総
合
支
所
教
育
課
︶
堀
金
一
恵
▼
税
務

課
︵
堀
金
総
合
支
所
市
民
環
境
課
︶
立

岩
浩
▼
税
務
課
︵
企
画
財
政
部
情
報
政

策
課
︶
宮
澤
浩
紀
▼
税
務
課
︵
本
庁
会

計
課
︶
上
條
直
哉
▼
収
税
対
策
室
︵
堀

金
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶
布
山
達
雄

︻
企
画
財
政
部
︼

▼
企
画
政
策
課
長
補
佐
兼
企
画
担
当
係

長
︵
明
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
長
補

佐
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
︶
横
山
正

▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
ま
ち

づ
く
り
推
進
担
当
係
長
︵
穂
高
総
合
支

所
地
域
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
担
当

係
長
︶
三
枝
幸
子
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
広
報
広
聴
係
長
︵
総
務
部
税
務
課
税

務
係
長
︶
牧
石
正
明
▼
契
約
管
財
課
契

約
検
査
担
当
係
長
︵
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
保
健
予
防
係
長
︶
小
坂
明
弘
▼

契
約
管
財
課
契
約
検
査
担
当
係
長
︵
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
調
整

担
当
係
長
︶
内
田
仁
▼
情
報
政
策
課
︵
穂

高
総
合
支
所
地
域
支
援
課
企
画
員
︶
上

角
久
仁
夫
▼
企
画
政
策
課
︵
穂
高
総
合

支
所
教
育
課
︶
宮
澤
修
▼
企
画
政
策
課

︵
総
務
部
人
事
課
付
︶
藤
森
智
▼
契
約

管
財
課
︵
堀
金
総
合
支
所
建
設
上
下
水

道
課
︶
百
瀬
栄
二

︻
市
民
環
境
部
︼

▼
市
民
課
長
補
佐
兼
国
保
年
金
担
当
係

長
︵
健
康
福
祉
部
高
齢
者
介
護
課
介
護

支
援
係
長
︶
山
崎
哲
治
▼
環
境
課
環

境
担
当
係
長
︵
三
郷
総
合
支
所
産
業
観

光
課
農
政
係
長
︶
大
向
弘
明
▼
市
民
課

︵
堀
金
総
合
支
所
教
育
課
︶
松
谷
理
奈

▼
市
民
課
︵
明
科
総
合
支
所
市
民
環
境

課
︶
矢
花
由
美
子

︻
健
康
福
祉
部
︼

▼
高
齢
者
介
護
課
長
︵
穂
高
総
合
支
所

市
民
環
境
課
長
︶
古
幡
久
子
▼
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係
長
︵
豊
科
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
福
祉
係
長
︶
野
本
岳
洋
▼
高

齢
者
介
護
課
介
護
支
援
係
長
︵
総
務
部

人
事
課
付
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶

佐
藤
一
登
▼
児
童
保
育
課
児
童
係
長
︵
総

務
部
防
災
交
通
課
防
災
交
通
係
長
︶
小

穴
睦
雄
▼
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
長

︵
総
務
部
税
務
課
収
税
担
当
係
長
︶
大

蔦
守
雄
▼
高
齢
者
介
護
課
企
画
員
︵
三

郷
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護

係
長
︶
甕
妙
子
▼
社
会
福
祉
課
︵
穂
高

総
合
支
所
教
育
課
︶
鈴
木
喜
美
子
▼
社

会
福
祉
課
︵
堀
金
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
︶
小
林
隆
子
▼
社
会
福
祉
課
︵
明
科

支
所
健
康
福
祉
課
︶
小
林
光
子
▼
高
齢

者
介
護
課
︵
明
科
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
︶
大
輪
知
子
▼
高
齢
者
介
護
課
︵
堀

金
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶
高
橋
奈
津

子
▼
高
齢
者
介
護
課
︵
総
務
部
人
事
課

付
︶
西
澤
弘
修
▼
健
康
推
進
課
︵
豊
科

総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶
丸
山
安
基
子

▼
健
康
推
進
課
付
︵
児
童
保
育
課
付
︶

柴
田
裕
佳
▼
健
康
推
進
課
付
︵
健
康
福

祉
部
健
康
推
進
課
︶
田
中
保
子

︻
産
業
観
光
部
︼

▼
商
工
観
光
課
︵
豊
科
総
合
支
所
地
域

支
援
課
︶
山
浦
功
和

︻
都
市
建
設
部
︼

▼
都
市
計
画
課
︵
穂
高
総
合
支
所
都
市

建
設
課
企
画
員
︶
鎌
崎
孝
善
▼
建
設
課

︵
穂
高
総
合
支
所
産
業
観
光
課
︶
久
田

裕
治

︻
上
下
水
道
部
︼

▼
上
下
水
道
課
副
参
事
兼
庶
務
係
長
︵
総

務
部
行
政
改
革
推
進
室
長
補
佐
兼
行
政

担
当
係
長
︶
中
野
純
▼
上
下
水
道
課
︵
穂

高
総
合
支
所
上
下
水
道
課
︶
森
田
剛
幸

▼
上
下
水
道
課
︵
明
科
総
合
支
所
建
設

上
下
水
道
課
︶
内
川
功
▼
上
下
水
道
課

︵
穂
高
総
合
支
所
教
育
課
︶
丸
山
邦
子

▼
上
下
水
道
課
︵
豊
科
総
合
支
所
上
下
水

道
課
︶
水
谷
忍
▼
上
下
水
道
課
︵
三
郷
総

合
支
所
建
設
上
下
水
道
課
︶
赤
須
美
絵

︻
会
計
課
︼

▼
堀
金
総
合
支
所
内
会
計
係
︵
穂
高
総
合

支
所
市
民
環
境
課
︶
三
枝
由
佳
理
▼
穂

高
総
合
支
所
内
会
計
係
︵
穂
高
支
所
教

育
課
︶
小
幡
美
鈴
▼
本
庁
会
計
係
︵
明

科
総
合
支
所
教
育
課
︶
降
幡
聡
史

　

豊
科
総
合
支
所

▼
市
民
環
境
課
長
︵
明
科
総
合
支
所
建

設
上
下
水
道
課
長
︶
堀
内
一
孝
▼
健
康

福
祉
課
長
︵
三
郷
総
合
支
所
市
民
環
境

課
長
︶
布
山
茂
正
▼
都
市
建
設
課
長
︵
堀

金
総
合
支
所
建
設
上
下
水
道
課
長
︶
古

旗
昇
▼
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係
長
︵
穂

高
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係

長
︶
長
崎
文
彦
▼
健
康
福
祉
課
福
祉
係

長
︵
三
郷
総
合
支
所
市
民
環
境
課
市
民

係
長
︶
稲
葉
良
子
▼
産
業
観
光
課
商
工

観
光
係
長
︵
穂
高
総
合
支
所
産
業
観
光

課
商
工
観
光
係
長
︶
丸
山
俊
夫
▼
上
下

水
道
課
上
水
道
係
長
︵
市
民
環
境
部
環
境

課
環
境
担
当
係
長
︶
山
本
宏
一
▼
都
市

建
設
課
建
設
係
長
︵
都
市
建
設
部
建
設

課
主
任
企
画
員
︶
西
沢
剛
▼
市
民
環
境

課
︵
産
業
観
光
部
商
工
観
光
課
︶
征
矢
野

和
久
▼
市
民
環
境
課
︵
三
郷
総
合
支
所

市
民
環
境
課
︶
岡
田
央
樹
▼
健
康
福
祉

課
︵
豊
科
総
合
支
所
市
民
環
境
課
︶
伊

藤
久
子
▼
健
康
福
祉
課
︵
穂
高
総
合
支

所
産
業
観
光
課
︶
高
山
厚
子
▼
健
康
福

祉
課
︵
穂
高
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶

土
屋
佳
子
▼
健
康
福
祉
課
高
家
児
童
館

︵
豊
科
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
南
穂
高
児

童
館
︶
矢
花
弥
寿
美
▼
産
業
観
光
課︵
三

郷
総
合
支
所
建
設
上
下
水
道
課
︶
中
村

紀
康
▼
産
業
観
光
課
︵
堀
金
総
合
支
所

建
設
上
下
水
道
課
︶
中
田
朋
巳
▼
都
市
建

設
課
︵
穂
高
総
合
支
所
都
市
建
設
課
︶

小
林
正
和
▼
都
市
建
設
課
︵
穂
高
総
合

支
所
教
育
課
︶
中
澤
丸
枝
▼
上
下
水
道

課
︵
穂
高
支
所
上
下
水
道
課
︶
中
田
義
彦

　

穂
高
総
合
支
所

▼
市
民
環
境
課
長
︵
総
務
部
人
事
課
付

安
曇
野
社
会
福
祉
協
議
会
︶
高
山
正
宣

▼
健
康
福
祉
課
長
︵
豊
科
総
合
支
所
市

民
環
境
課
長
︶
土
屋
里
子
▼
健
康
福
祉

課
長
補
佐
兼
健
康
指
導
係
長
︵
明
科
総

合
支
所
建
設
上
下
水
道
課
長
補
佐
上
水

道
係
長
︶
宮
澤
久
江
▼
地
域
支
援
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
長
︵
総
務
部
税
務
課

税
務
係
長
︶
白
澤
弘
▼
市
民
環
境
課
生

活
環
境
係
長
︵
三
郷
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
福
祉
係
長
︶
堀
内
直
久
▼
都
市
建

設
課
建
設
係
長
︵
豊
科
総
合
支
所
都
市

建
設
課
建
設
係
長
︶
細
萱
雅
男
▼
上
下

水
道
課
上
水
道
係
長
︵
豊
科
総
合
支
所

上
下
水
道
課
上
下
水
道
係
長
︶
青
柳
茂

▼
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護
係
長
︵
都

市
建
設
部
都
市
計
画
課
企
画
員
︶
曽
根

原
正
之
▼
産
業
観
光
課
商
工
観
光
係
長

︵
総
務
部
総
務
課
企
画
員
︶
白
澤
勇
一

▼
健
康
福
祉
課
主
任
企
画
員
︵
総
務
部

総
務
課
担
当
副
参
事
︶
伊
藤
典
雄
▼
上

下
水
道
課
企
画
員
︵
穂
高
総
合
支
所
上

下
水
道
課
上
水
道
係
長
︶
堀
内
陽
二
▼

地
域
支
援
課
︵
堀
金
総
合
支
所
地
域
支

援
課
︶
高
橋
充
子
▼
地
域
支
援
課
︵
穂

高
総
合
支
所
教
育
課
︶
會
田
哲
也
▼
市

民
環
境
課(

堀
金
総
合
支
所
地
域
支
援
課)

小
平
朋
江
▼
市
民
環
境
課
︵
三
郷
総
合

支
所
地
域
支
援
課
︶


嶋
田
美
沙
子
▼
健

康
福
祉
課
︵
三
郷
総
合
支
所
健
康
福
祉

課)


高
橋
真
夕
子
▼
産
業
観
光
課
︵
豊

科
総
合
支
所
産
業
観
光
課)


細
川
真
二

▼
産
業
観
光
課
︵
豊
科
総
合
支
所
都
市

建
設
課)


小
穴
い
づ
み
▼
産
業
観
光
課

︵
穂
高
総
合
支
所
都
市
建
設
課)


佐
々

木
芳
浩
▼
産
業
観
光
課
︵
穂
高
総
合
支

所
教
育
課)


山
田
正
幸
▼
都
市
建
設
課

︵
穂
高
総
合
支
所
教
育
課)


望
月
伸
一

▼
都
市
建
設
課
︵
豊
科
総
合
支
所
都
市
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建
設
課)


山
田
敏
史
▼
都
市
建
設
課
︵
総

務
部
税
務
課)


中
澤
秀
三
郎
▼
都
市
建

設
課
︵
明
科
総
合
支
所
教
育
課)


遠
藤

豊
▼
上
下
水
道
課
︵
豊
科
総
合
支
所
上

下
水
道
課)


小
穴
清
隆

　

三
郷
総
合
支
所

▼
市
民
環
境
課
長
︵
堀
金
総
合
支
所
市

民
環
境
課
長
︶
木
村
加
代
子
▼
健
康
福

祉
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長
︵
明
科
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
長
補
佐
兼
健
康
指
導

係
長
︶
池
上
禮
子
▼
市
民
環
境
課
市
民

係
長
︵
豊
科
総
合
支
所
産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
長
︶
藤
松
兼
次
▼
健
康
福
祉

課
高
齢
者
介
護
係
長
︵
堀
金
総
合
支
所

産
業
観
光
課
商
工
林
務
係
長
︶
曽
山
米

保
▼
産
業
観
光
課
農
政
係
長
︵
三
郷
総

合
支
所
産
業
観
光
課
企
画
員
︶
小
林
俊

夫
▼
健
康
福
祉
課
︵
市
民
環
境
部
市
民

課
企
画
員
︶
藤
岡
真
智
子

▼
地
域
支
援
課(

穂
高
総
合
支
所
地
域

支
援
課)


塩
原
良
明
▼
市
民
環
境
課
︵
市

民
環
境
部
市
民
課)


小
松
る
り
子
▼
市

民
環
境
課
︵
豊
科
総
合
支
所
市
民
環
境

課)


西
牧
英
雄
▼
健
康
福
祉
課
︵
穂
高

総
合
支
所
健
康
福
祉
課)


武
田
康
▼
健

康
福
祉
課
︵
豊
科
総
合
支
所
健
康
福
祉

課)


宮
澤
明
香
▼
産
業
観
光
課
︵
堀
金

総
合
支
所
地
域
支
援
課
︶
大
蔵
邦
之
▼

建
設
上
下
水
道
課
︵
穂
高
総
合
支
所
教

育
課
︶
浅
川
と
み
子

　

堀
金
総
合
支
所

▼
市
民
環
境
課
長
︵
総
務
部
税
務
課
長
︶

西
條
幸
生
▼
建
設
上
下
水
道
課
長
︵
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
長
︶
嶋
田
仁
▼
健

康
福
祉
課
健
康
指
導
係
長
︵
穂
高
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
高
齢
者
介
護
係
長
︶

内
川
淑
子
▼
産
業
観
光
課
商
工
林
務
係

長
︵
上
下
水
道
部
上
下
水
道
課
庶
務
係

長
︶
寺
島
啓
二
▼
建
設
上
下
水
道
課
長

補
佐
兼
都
市
建
設
係
長
︵
企
画
財
政
部

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
広
聴
係
長
︶

浅
川
悟
▼
地
域
支
援
課
︵
堀
金
総
合
支

所
地
域
支
援
課)


城
取
佳
枝
▼
市
民
環

境
課(

穂
高
総
合
支
所
教
育
課)


望
月
由

美
子
▼
健
康
福
祉
課
︵
三
郷
総
合
支
所

市
民
環
境
課)


財
津
尚
子
▼
健
康
福
祉

課
︵
豊
科
総
合
支
所
教
育
課)


丸
山
一

良
▼
健
康
福
祉
課
︵
穂
高
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
︶
熊
谷
成
子
▼
産
業
観
光
課

︵
穂
高
総
合
支
所
上
下
水
道
課)


高
山

英
利
▼
産
業
観
光
課
︵
穂
高
総
合
支
所

教
育
課
︶
丸
山
ゆ
た
子
▼
建
設
上
下
水

道
課
︵
堀
金
総
合
支
所
教
育
課)


宮
沢

英
昭
▼
建
設
上
下
水
道
課
︵
明
科
総
合

支
所
建
設
上
下
水
道
課
︶
山
崎
岳
志

　

明
科
総
合
支
所

▼
市
民
環
境
課
長
︵
議
会
事
務
局
次
長
︶

一
志
信
一
郎
▼
建
設
上
下
水
道
課
長
︵
企

画
財
政
部
契
約
管
財
課
契
約
検
査
担
当

係
長
︶
曽
根
原
衛
▼
地
域
支
援
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
長
︵
明
科
総
合
支
所
建

設
上
下
水
道
課
都
市
建
設
係
長
︶
久
保

田
薫
▼
健
康
福
祉
課
健
康
指
導
係
長
︵
豊

科
総
合
支
所
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

長
︶
山
田
啓
策
▼
産
業
観
光
課
商
工
観

光
係
長
︵
穂
高
総
合
支
所
市
民
環
境
課

生
活
環
境
係
長
︶
白
澤
昭
一
郎
▼
建
設

上
下
水
道
課
都
市
建
設
係
長
︵
穂
高
総

合
支
所
都
市
建
設
課
建
設
係
長
︶
二
村

誠
一
▼
建
設
上
下
水
道
課
上
水
道
係
長

︵
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
︶
水
谷
茂

▼
市
民
環
境
課(

穂
高
総
合
支
所
教
育
課)


等
々
力
香
苗
▼
健
康
福
祉
課(

堀
金
総

合
支
所
市
民
環
境
課)

高
山
ゆ
り
▼
健

康
福
祉
課(

穂
高
総
合
支
所
健
康
福
祉
課)


渡
邊
恵
▼
産
業
観
光
課(

総
務
部
税
務
課)


山
本
倉
土
▼
建
設
上
下
水
道
課(

穂
高

総
合
支
所
市
民
環
境
課)


上
條
幸
宏

　

保
育
園

▼
三
郷
東
部
保
育
園
長
︵
豊
科
保
育
園

長)


山
本
佳
世
子
▼
有
明
保
育
園
長
︵
三

郷
西
部
保
育
園
長)


松
尾
き
く
江
▼
明

科
南
保
育
園
長
︵
三
郷
東
部
保
育
園
長
︶

青
山
貞
子
▼
豊
科
保
育
園
長(

明
科
南

保
育
園
長)


山
本
和
子
▼
北
穂
高
保
育

園
長
︵
北
穂
高
保
育
園
︶
浅
田
久
子
▼

南
穂
高
児
童
館
児
童
厚
生
員
︵
高
家
児

童
館
児
童
厚
生
員
︶
山
地
恵
津
子
▼
三

郷
西
部
保
育
園
長
︵
堀
金
保
育
園)


大

林
陽
子
▼
豊
科
保
育
園
︵
三
郷
東
部
保

育
園)


須
澤
清
恵
▼
豊
科
南
部
保
育
園

︵
西
穂
高
保
育
園)


望
月
恵
子
▼
豊
科
南

部
保
育
園
︵
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援

課)

中
谷
理
恵
▼
南
穂
高
保
育
園
︵
三

郷
南
部
保
育
園)


犬
飼
美
保
子
▼
た
つ

み
保
育
園
︵
堀
金
保
育
園)


野
本
純
江

▼
た
つ
み
保
育
園
︵
穂
高
総
合
支
所
地

域
支
援
課
︶
横
山
深
雪
▼
ア
ル
プ
ス
保

育
園
︵
三
郷
北
部
保
育
園
︶
米
倉
菜

穂
美
▼
上
川
手
保
育
園
︵
明
科
北
保

育
園
︶
一
ノ
瀬
優
子
▼
上
川
手
保
育

園
︵
穂
高
保
育
園)


徳
竹
美
貴
▼
西
穂

高
保
育
園
︵
三
郷
南
部
保
育
園
︶
二
木

由
美
▼
西
穂
高
保
育
園
︵
南
穂
高
保

育
園)


西
沢
な
お
み
▼
有
明
保
育
園
︵
明

科
南
保
育
園)


宮
澤
愛
子
▼
有
明
保
育

園
︵
豊
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課)


牛

越
洋
実
▼
北
穂
高
保
育
園
︵
明
科
南

保
育
園)


堀
内
真
美
▼
穂
高
保
育
園
︵
豊

科
南
部
保
育
園)


渡
辺
寿
美
子
▼
三
郷

西
部
保
育
園
︵
豊
科
保
育
園)


小
林
幹

子
▼
三
郷
南
部
保
育
園
︵
上
川
手
保

育
園
︶
野
本
え
り
子
▼
三
郷
南
部
保

育
園
︵
堀
金
保
育
園
︶
丸
山
仁
美
▼
三

郷
東
部
保
育
園
︵
三
郷
総
合
支
所
地
域

支
援
課
︶
安
元
み
ち
▼
三
郷
東
部
保

育
園
︵
三
郷
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶

山
田
真
紀
▼
三
郷
北
部
保
育
園
︵
三

郷
総
合
支
所
地
域
支
援
課
︶
田
畑
里

美
▼
三
郷
北
部
保
育
園
︵
南
穂
高
保
育

園
︶
仲
澤
彩
孔
▼
堀
金
保
育
園
︵
北

穂
高
保
育
園
︶
三
好
廣
美
▼
堀
金
保

育
園
︵
三
郷
西
部
保
育
園
︶


粟
津
原
恵

▼
堀
金
保
育
園
︵
堀
金
総
合
支
所
地

域
支
援
課
︶
板
花
美
枝
▼
堀
金
保
育

園
︵
有
明
保
育
園
︶
久
保
田
あ
さ
子

▼
明
科
南
保
育
園
︵
ア
ル
プ
ス
保
育
園
︶

羽
重
美
由
紀
▼
明
科
北
保
育
園
︵
穂

高
保
育
園
︶
隠
岐
嘉
奈
子
▼
明
科
北

保
育
園
︵
明
科
総
合
支
所
地
域
支
援
課
︶

金
子
あ
か
ね
▼
明
科
北
保
育
園
︵
西
穂

高
保
育
園
︶
保
尊
こ
ず
え

　

議
会
事
務
局

▼
議
会
事
務
局
次
長
︵
穂
高
総
合
支
所

教
育
課
長
︶
中
村
博
師

　

監
査
委
員
事
務
局

▼
監
査
委
員
事
務
局
次
長
︵
総
務
部
人

事
課
職
員
担
当
係
長
︶
宮
澤
佐
多
子

　

農
業
委
員
会

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
︵
健
康
福

祉
部
児
童
保
育
課
児
童
係
長
︶
宮
澤
慎
二

　

教
育
委
員
会
事
務
局

▼
学
校
教
育
課
長
︵
企
画
財
政
部
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
担
当
係
長
︶
小
倉
勝
彦

▼
学
校
教
育
課
施
設
係
長
︵
三
郷
総
合

支
所
教
育
課
教
育
総
務
係
長
︶
三
澤
廣

▼
学
校
教
育
課
豊
科
学
校
給
食
セ
ン
タ

�
所
長
︵
総
務
部
税
務
課
資
産
税
担
当
係

長
︶
飯
沼
泉
▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

三
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
�
所
長
︵
豊
科

総
合
支
所
教
育
課
長
補
佐
兼
豊
科
学
校

給
食
セ
ン
タ
�
所
長
︶
山
口
泰
生
▼
社
会

教
育
課
文
化
振
興
係
長
︵
穂
高
総
合
支

所
教
育
課
教
育
総
務
係
長
︶
曽
根
原
悦

二
▼
社
会
教
育
課
ス
ポ
�
ツ
振
興
係
長

︵
穂
高
総
合
支
所
産
業
観
光
課
企
画
員
︶
百

瀬
和
年
▼
学
校
教
育
課
︵
穂
高
総
合
支

所
地
域
支
援
課
企
画
員
︶
林
美
重
子
▼

学
校
教
育
課
︵
堀
金
総
合
支
所
教
育
課
︶

栗
林
豊
子
▼
学
校
教
育
課
︵
穂
高
総
合

支
所
教
育
課
︶
遠
藤
昌
吉
▼
学
校
教
育

課
︵
穂
高
総
合
支
所
都
市
建
設
課
︶
林

保
弘
▼
学
校
教
育
課
︵
穂
高
総
合
支
所

教
育
課
︶
高
原
圭
子
▼
学
校
教
育
課
︵
穂

高
総
合
支
所
教
育
課
︶
奈
良
澤
一
恵
▼

学
校
教
育
課
︵
三
郷
総
合
支
所
教
育
課
︶

高
木
千
史
▼
学
校
教
育
課
︵
総
務
部
人

事
課
付
︶
小
林
良
士
▼
学
校
教
育
課
︵
穂

高
総
合
支
所
教
育
課
︶
上
條
郁
夫
▼
学

校
教
育
課
︵
穂
高
総
合
支
所
市
民
環
境

課
︶
耳
塚
五
十
彦
▼
学
校
教
育
課
︵
穂

高
幼
稚
園
︶
小
穴
由
香
里
▼
学
校
教
育

課
穂
高
幼
稚
園
︵
穂
高
総
合
支
所
教
育

課
学
校
給
食
セ
ン
タ
�
︶
寺
島
幸
子
▼

穂
高
学
校
給
食
セ
ン
タ
�︵
穂
高
幼
稚
園
︶

小
林
喜
美
子
▼
社
会
教
育
課
︵
堀
金
総

合
支
所
産
業
観
光
課
︶
青
柳
勲

　
穂
高
教
育
課
︵
穂
高
会
館
内
︶

▼
穂
高
教
育
課
長
︵
穂
高
総
合
支
所
健

康
福
祉
課
長
︶
山
田
行
雄
▼
穂
高
教
育

課
︵
総
務
部
税
務
課
︶
有
賀
小
夜
子
▼

穂
高
教
育
課
︵
総
務
部
人
事
課
付
︶
細

萱
亜
矢
▼
穂
高
教
育
課
︵
穂
高
総
合
支

所
教
育
課
︶
伊
藤
豊
惠
▼
穂
高
教
育
課

主
任
企
画
員
︵
３
月
20
日
付
︶
︵
総
務

部
人
事
課
付
︶
等
々
力
博

　
豊
科
教
育
課
︵
豊
科
公
民
館
内
︶

▼
豊
科
教
育
課
企
画
員
︵
豊
科
総
合
支

所
教
育
課
豊
科
学
校
給
食
セ
ン
タ
�
主

任
企
画
員
︶
丸
山
雅
弘
▼
豊
科
教
育
課

︵
三
郷
総
合
支
所
建
設
上
下
水
道
課
︶

小
穴
哲
丸
▼
豊
科
教
育
課
︵
健
康
福
祉

部
社
会
福
祉
課
︶
細
川
龍
平

　
三
郷
教
育
課
︵
三
郷
公
民
館
内
︶

▼
三
郷
教
育
課
生
涯
学
習
係
長
兼
村
誌

編
纂
係
長
︵
三
郷
総
合
支
所
教
育
課
村

誌
編
纂
係
長
︶
那
須
野
雅
好
▼
三
郷
教

育
課
︵
豊
科
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
︶


市
川
文

　
堀
金
教
育
課
︵
堀
金
公
民
館
内
︶

▼
教
育
委
員
会
堀
金
教
育
課
︵
堀
金
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
︶
丸
山
睦

　
明
科
教
育
課

▼
社
会
教
育
課
長
兼
明
科
教
育
課
長
︵
社

会
教
育
課
長
︶
松
枝
功
▼
明
科
教
育
課

︵
豊
科
総
合
支
所
教
育
課
︶
中
島
俊
一
郎




派
　
遣

︻
安
曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
︼

▼
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
付
参
事
安

曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
︵
健
康
福
祉

部
高
齢
者
介
護
課
長
︶
三
浦
孝
充

▼
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
付
主
幹
安

曇
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
︵
健
康
福
祉

部
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
長
︶
布
山

昌
徳

︻
広
域
連
合
人
事
交
流
︼

▼
総
務
部
人
事
課
付
主
幹
︵
明
科
総
合

支
所
産
業
観
光
課
商
工
観
光
係
長
︶
望

月
淳
利

︻
安
曇
野
・
松
本
行
政
事
務
組
合
︼

▼
産
業
観
光
部
農
林
水
産
課
付
主
幹
︵
三

郷
総
合
支
所
地
域
支
援
課
主
任
企
画
員
︶

高
橋
孝
栄

︻
松
本
広
域
連
合
︼

▼
健
康
福
祉
部
高
齢
者
介
護
課
付
︵
健

康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
︶
内
山
渉

︻
県
へ
派
遣
︼

▼
総
務
部
人
事
課
付
︵
堀
金
総
合
支
所

建
設
上
下
水
道
課
︶
佐
藤
明
利
▼
総
務

部
人
事
課
付
︵
本
庁
会
計
課
︶
山
本
恭

啓
▼
総
務
部
人
事
課
付
︵
総
務
部
税
務

課
資
産
税
担
当
︶
西
牧
智
幸

︻
県
な
ど
か
ら
派
遣
︼

▼
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画

調
整
担
当
係
長
︵
総
務
部
税
務
課
市
民

税
担
当
係
長
︶
安
藤
哲
也
▼
健
康
福
祉

部
社
会
福
祉
課
長
補
佐
︵
県
社
会
部
︶

関
正
和
▼
産
業
観
光
部
農
林
水
産
課
︵
県

林
務
部
︶
小
林
聖
一
▼
総
務
部
危
機
管

理
室
副
参
事
︵
県
警
察
本
部
︶
杉
本
勇

一
▼
総
務
部
収
税
対
策
室
収
税
担
当
係

長
︵
松
本
市
役
所
︶
河
内
正
弘




退
職
者

▼
北
原
正
幸
︵
豊
科
総
合
支
所
健
康
福

祉
課
長
︶
▼
石
田
壽
成
︵
明
科
総
合
支

所
教
育
課
長
︶
▼
山
崎
昂
︵
総
務
部
人

事
課
付
市
社
会
福
祉
協
議
会
︶
▼
木
藤

等
︵
三
郷
総
合
支
所
教
育
課
担
当
参
事
︶

▼
内
山
房
子
︵
有
明
保
育
園
長
︶
▼
平

林
よ
し
子
︵
北
穂
高
保
育
園
長
︶
▼
上

條
千
春
︵
穂
高
総
合
支
所
市
民
環
境
部

担
当
副
参
事
︶
▼
丸
山
く
み
子
︵
総
務

部
税
務
課
市
民
税
担
当
係
長
︶
▼
樋
口

眞
︵
総
務
部
人
事
課
付
市
社
会
福
祉
協

議
会
︶
▼
小
林
京
子
︵
監
査
委
員
事
務

局
次
長
︶
▼
平
方
和
志
︵
豊
科
総
合
支

所
教
育
課
豊
科
学
校
給
食
セ
ン
タ
�
︶

▼
唐
澤
み
ち
子
︵
堀
金
総
合
支
所
教
育

課
堀
金
中
学
校
︶
▼
宮
田
美
保
︵
有
明

保
育
園
︶
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年
３
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子
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と
大
人
の

交
流
学
習
施
設
・

明
科
公
民
館
内

︵
　
　
　
　
　
　
　
︶



健康に関する

相談・体操

心配ごと相談
行 政 相 談

結婚相談

教育相談

14日（日）  13:00～16:00
    堀金老人福祉センター(℡73-5288)

育児相談・サロン 17日(水)
10:00～12:00
南穂高児童館(℡71-5150)

２日（火） 11:00～12:00
高家児童館(℡72-5685)

17日（水） ９:30～11:30
豊科保健センター(℡72-9970)

15日（月） ９:30～11:00
堀金保健センター(℡73-5770)

10日（水）・24日（水） ９:30～11:00
豊科保健センター(℡72-9970)

17日（水） ９:30～11:00
穂高保健センター(℡81-0711)

９日（火）・23日(火) ９:30～11:00
三郷保健センター(℡77-9111)

８日（月） ９:30～11:00
明科総合福祉センター(℡81-2941)

22日（月） ９:30～11:30
明科総合福祉センター(℡81-2941)

子育て相談(小川原容子先生) 12日（金）
10:30～12:00
豊科中央児童館(℡72-0122)

21日（日）   13:00～16:00
    豊科ささえあいセンター「にじ」 (℡72-3013)

28日（日）   13:00～16:00
    明科総合福祉センター(℡81-2941)

11日（木）  13:30～15:30
三郷総合支所健康福祉課(℡77-3111)

25日（木）   13:30～15:30
三郷福祉センター(℡77-8080)

10日（水）・17日（水）・24日（水）・31日（水）
15:00～17:00  穂高勤労者福祉センター

２日(火)･９日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）
９:00～12:00 三郷公民館(℡77-2109)

８日（月）・★22日（月）  13:00～16:00
堀金老人福祉センター(℡73-5288)

11日（木）・★25日（木）  13:00～16:00
三郷福祉センター(℡77-8080)

９日(火)・★23日(火)  13:00～16:00
穂高地域福祉センター(℡82-2940)

12日(金)・★26日（金）  13:00～16:00
明科総合福祉センター(℡81-2941)

10日(水)・★24日（水）  13:00～16:00
豊科ささえあいセンター「にじ」 (℡72-3013)

22日（月）  ９:30～11:30
三郷保健センター(℡77-9111)

22日（月）  ９:30～11:30
穂高保健センター(℡81-0711)

24日（水）  ９:30～11:30
堀金保健センター(℡73-5770)

※管理栄養士または栄養士による相談です。

平日 ８:30～17:00
健康福祉部児童保育児童係(℡81-0727)

※事前にお電話の上、お出かけください。

10日（水）・24日（水）  ９:30～16:00
豊科公民館   松本社会保険事務所(℡32-5821)

栄養相談

９日（火）・23日（火）

14:00～16:00 豊科公民館(℡72-2158)
※グループ学習・親の会

上記の教育相談の問い合わせ・予約先

  教育委員会学校教育課（℡62-3177）

※ 
★
印は行政相談を同時開催

心配ごと相談･･･上記へ

行政相談･･･総務部総務課(℡71-2000)

９日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）

９:00～15:00   豊科公民館(℡72-2158)
※幼児期の子育て（個別相談）

※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談）  

６日（土）･13日（土）･20日（土）･27日（土）

９:00～15:00   豊科公民館(℡72-2158)
※非行・中退・不登校等の子ども（個別相談） 

子育て相談(助産師) 18日（木）
９:45～12:00
穂高西部児童館(℡82-2527)

年金相談

…場所 …問い合わせ …時間

10日(水)・24日（水） 13:30～15:30
12日(金)・19日(金) ９:30～11:30

三郷保健センター(℡77-9111)
※保健師と運動実践指導者による健康体操相談

健康に関する相談は、各保健センターでも随時受け
付けています。

子育てに
関する
相談

母
乳
・
育
児
相
談

そ
の
他

各種相談

毎週月･水･木曜日（祝日を除く） 10:00～16:00
  明科総合支所(℡62-3177)

子ども
母子家庭
女性の相談

※保健師・助産師・管理栄養士が応じます。

※母乳相談は  

★豊科中央児童館
TEL.72-0122

■休館日／日曜・祝日

こども会議  ■ ６日（土）  14:00～14:30

一輪車クラブ  ■ ６日（土）  14:30～15:00

パソコンの日  ■ 13日（土）・27日（土） 10:00～12:00

卓球の日  ■ 13日（土）  14:00～15:00

本と友達  ■ 20日（土）  16:00～16:30

チャレンジクラブ  ■ 20日（土）  14:00～16:00

マレット大会  ■ 27日（土）  14:00～15:00

絵本・紙しばい  ■ １・８・15・22日（月） 11:00～11:30

こいのぼり作り ■ 19日（金）  11:00～11:30

リズム遊び  ■ 26日（金）  11:00～11:30

…乳幼児対象の催し物です。 シャボン玉あそび ■ 11日（木）  ２～３歳児

〃  ■ 12日（金）  ０～１歳児

お話の読み聞かせ ■ 18日(木)  ２～３歳児

〃   ■ 19日(金)  ０～１歳児

戸外あそび  ■ 25日(木)  ２～３歳児

〃   ■ 26日(金)  ０～１歳児

いっしょにあそぼう

子育て雑談会 ■ ９日（火）･23日(火) 11:00～12:00

子どもサークルＡ（クッキング・スポーツ） ■ 13日(土) 14:00～

とんとんらんどこいのぼり作り ■ 16日（火） 10:30～11:30

ひまわりっ子クラブ

★高家児童館 TEL.72-5685
■休館日／日曜・祝日

こいのぼり作り ■ 30日（火）  10:30～11:30

★穂高西部児童館 TEL.82-2527
■休館日／土曜・日曜・祝日

端午の節句  ■ ２日（火）  10:30～11:30

★穂高北部児童館 TEL.83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

★明科児童館
TEL.62-2482

■休館日／日曜・祝日

10:00～12:00

★南穂高児童館「にこにこランド」 TEL.71-5150
■休館日／日曜・祝日

よちよちらんど作ってあそぼう ■ 12日（金） 10:30～11:30

子どもサークルＢ（一輪車・手芸） ■ 20日(土) 14:00～15:30

児童館まつり ■ 27日(土)  10:00～12:00

児童館の予定

★穂高中央児童館
TEL.82-2940

■休館日／日曜・祝日

親子あづみのめぐり①    ■ 20日（土） 10:00～13:30

読み聞かせ  ■ 10・17・24・31日(水) 11:00～11:20

  こいのぼり集会 ■ 16日(火)  10:30～11:30

22ページ
福祉マーククイズ ：答え：　マタニティマーク

「妊産婦である」ことを表すマークです。

妊娠５カ月ぐらいまではお腹が目立たな

いため、体調が悪くても席を譲ってもら

えず苦労している人がいます。このマークを着けた人

を見掛けたときは、席を譲るなどの心遣いを!!

介護相談

高家児童館および南穂高児童館は育児相談のみ（相談者
は山下勝工〈まさのり〉先生)ですが、事前に連絡をいた
だければ、上記以外の日も相談できます。

このコーナーに登場していただける、３歳までのお子さんを募集

しています。【問い合わせ】Tel.71-2000、 Fax.72-1223 
Ｅメール info@city.azumino.nagano.jp

物語

この子が生まれた年は、

いつになく紅葉がきれい

な年でした。庭の色鮮や

かなもみじの色(朱)と優し

く音楽が好きな子どもに

育ってほしいと名付けま

した。(ママ･とも子さん)
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編
集
後
記

◆
「
広
報
あ
づ
み
の
創
刊
号
」
の
発
行
以

来
、今
回
12
号
を
数
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、ど
う
す
れ
ば
読
ん
で
い
た
だ
く

皆
さ
ん
に
印
象
深
く
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
、

読
み
や
す
い
見
や
す
い
紙
面
に
な
る
だ
ろ

う
か
の
日
々
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

お
叱
り
も
あ
り
ま
し
た
が
、激
励
も
い
た

だ
き
励
み
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、

一
層
興
味
を
持
っ
て
見
て
い
た
だ
け
る
も

の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
、次
の

異
動
先
で
こ
の
編
集
後
記
を
読
み
返
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
□A

◆
新
し
く
広
報
広
聴
係
に
着
任
し
ま
し

た
。
全
く
経
験
の
な
い
部
署
へ
の
異
動

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
不
安
と
期
待
に

胸
が
膨
ら
ん
で
お
り
ま
す
。
以
前
の
部

署
は
全
く
外
へ
出
る
機
会
が
な
く
不
健

康
（
？
）
で
し
た
が
、
こ
こ
で
は
積
極

的
に
外
出
し
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
お

声
を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
□M

古紙配合率100％
再生紙を使用しています。

安曇野

彩
紀
行

彩
紀
行其

の
七

今月の色

金 色
Kin - i r o

黄金色ともいう。金属
の金の色であり、色彩
としての特定は難しい。

2006. 4. 1現在　（  ）内は対前月比

人口

男

女

世帯

99,080人（+53）

47,970人（+38）

51,110人（+15）

35,374世帯（+127）

柔らかで温かい金色


